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午前１０時００分 開議

○岡田議長 これより本日の会議を開きます。

この際、御報告申し上げます。

本 日の 会議に 説明 の ため出 席を 求め た者の 職氏 名は、 配付 して

おります報告書のとおり御了承願います。

な お、 本日の 議事 日 程は、 配付 して おりま す日 程書の とお り行

いたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～

第１ 市政一般に対する質問

○岡 田議 長 そ れで は 、日程 第１ 、市 政一般 に対 する質 問を 行い

ます。

本 日は 、昨日 に引 き 続き、 会派 によ る代表 質問 を行っ てい ただ

きます。

蒼生会、門脇議員。

○門 脇議 員（登 壇） 皆さん 、お はよ うござ いま す。会 派蒼 生会

の門 脇一 男でご ざい ま す。令 和８ 年米 子市議 会３ 月定例 会に 当た

り、会派を代表して質問をいたします。

私 ども 会派蒼 生会 の 「蒼生 」と は、 多くの 人々 、庶民 、人 民と

いう 意味 があり ます 。 本日は 市民 目線 、庶民 目線 に立っ て、 市政

の発 展、 市民福 祉の 向 上、幸 福の 追求 という 観点 から、 大要 ３７

項目 にわ たる質 問を い たしま す。 市長 をはじ め、 当局の 皆さ んの

簡潔明瞭で建設的な答弁に期待をいたします。

な お、 本日は 代表 質 問が３ 日目 とい うこと もあ り、昨 日ま での

質問 と重 複する 箇所 が あろう かと は思 います が、 会派蒼 生会 の理



念や 考え を基に した 質 問です ので 、御 了承い ただ きたい と思 いま

す。

そ れで は、ま ず初 め に、市 長の 政治 姿勢に つい てお尋 ねし ます。

伊 木市 長は、 市長 に 就任さ れて から 約９年 が経 過しま した 。こ

の間 、ま さに山 あり 谷 あり、 特に 新型 コロナ ウイ ルスが 蔓延 した

折に は、 昼夜を 問わ ず 、その 対策 に奔 走され たの をはじ め、 様々

な市 政の 課題に 真摯 に 、かつ 全力 で取 り組ん でこ られた 姿勢 を、

私は 高く 評価を いた し ます。 川柳 で詠 むなら ば、 チャレ ンジ を決

して やめ ぬ伊木 市政 、 チャレ ンジ を決 してや めぬ 伊木市 政、 この

姿勢 をこ れから も貫 い てほし いと 思い ます。 そこ で、市 長は 令和

７年 ３月 に「住 んで 楽 しいま ち よな ご」を 創造 すべく 、７ つの

柱を 掲げ られま した 。 このま ちづ くり ビジョ ンの ７つの 柱そ れぞ

れについて、どう取り組んでいく考えなのかをお伺いします。

次に、令和８年度の予算編成方針についてお尋ねします。

市 長は 、第４ 次米 子 市行財 政改 革大 綱に基 づき 、生産 年齢 人口

の減 少に 起因す る２ ０ ４０年 問題 への 対応を 目的 として 、着 実に

行財 政改 革を進 めて こ られま した 。し かしな がら 、少子 高齢 化の

進展 に伴 う生産 人口 の 減少、 社会 のデ ジタル 化の 一層の 振興 、自

然災 害の 頻発、 激甚 化 や物価 高騰 など など、 様々 な課題 が生 じて

きて いる 現状が あり ま す。そ こで 、チ ャレン ジし ていく 年に した

いと 公言 されて いる 市 長は、 予算 案に ついて 、ど のよう な編 成方

針で 臨ま れたの か伺 い ます。 また 、予 算を重 点的 に配分 した 施策

には どの ような もの が あるの か、 その 要因に つい ても併 せて 伺い

ます。

次に、宿泊税の導入についてお尋ねします。



現 在、 米子市 にお い ては、 宿泊 税の 徴収制 度を 導入し ては いな

いも のの 、全国 的に は 新たに 観光 振興 や環境 整備 を目的 に宿 泊税

を徴 収す る自治 体が 増 えてい ます 。日 本では 、２ ００２ 年に 東京

都が 全国 で初め て導 入 し、近 隣の 島根 県松江 市で は、昨 年の １２

月１ 日か ら導入 し、 宿 泊税の 徴収 が始 まって いま すが、 その 目的、

対象及び課税方法について、それぞれ伺います。

次に、米子市のＤＸ化についてお尋ねします。

今 、抜 本的な 改革 を しなけ れば 、将 来、自 治体 運営が 立ち 行か

なく なる おそれ があ る として 、計 画期 間が令 和３ 年度か ら令 和７

年度 まで ５年間 の米 子 市ＤＸ 推進 計画 が策定 され ました 。そ こで、

その 成果 として 、窓 口 業務等 の業 務の 効率化 と職 員の負 担軽 減が

どう 図れ たのか 。ま た 、市民 サー ビス と利便 性の 向上が どう 図れ

たの か。 さらに 、Ｄ Ｘ に対す る必 要な 人材育 成が どう図 れた のか

伺い ます 。また 、１ １ の重点 項目 につ いては どの ように 取り 組ん

だの か、 その成 果に つ いても 伺い ます 。加え て、 ＤＸ化 を推 進す

る上での今後の取組についても伺います。

次に、歩いて楽しいまちづくりについてお尋ねします。

車 中心 から公 共交 通 と歩行 者中 心の 空間へ と転 換し、 人々 が集

い、 憩い 、多様 な活 動 を繰り 広げ られ る場へ 生ま れ変わ らせ るこ

とを 目指 し、こ こに 集 う人々 が歩 いて 楽しい を実 感でき るま ちを

つく って いく事 業が 、 市内各 所で 着実 に進展 して います 。そ こで、

まず 、米 子市内 各所 で 取り組 まれ てい る事業 内容 につい て伺 いま

す。 また 、事業 実施 箇 所にお いて の通 行量の 増減 につい ても 伺い

ます 。加 えて、 ベン チ 、トイ レ及 びミ スト等 の整 備計画 につ いて

も併せて伺います。



次 に、 米子市 公共 施 設等総 合管 理計 画個別 施設 計画の 取組 につ

いてお尋ねします。

計 画で は、公 共構 築 物につ いて 、総 延べ床 面積 を４０ 年間 で２

０％ 削減 、当面 の１ ０ 年間で ５％ 削減 する総 量抑 制の目 標が 掲げ

られ まし た。多 くの 公 共施設 では 、老 朽化が 著し く進行 して いま

す。 ５％ の削減 目標 に 対して 、本 計画 の進捗 状況 につい て伺 いま

す。 また 、１１ ある 地 区体育 館、 公民 館に附 属す る体育 館及 び児

童体 育館 に対す る維 持 管理、 ある いは 廃止計 画に 向けて の検 討状

況についても伺います。

次に、よなごっこ未来計画についてお尋ねします。

子 ども は国の 宝、 地 域の宝 であ りま す。令 和７ 年３月 に策 定さ

れた この 計画は 、「 こ どもを 生み 育て ること に希 望が持 て、 こど

も・ 若者 が心豊 かに の びのび と成 長・ 自立で きる まち、 よな ご」

を基 本理 念に策 定さ れ ました 。そ こで 、まず 、こ の未来 計画 を策

定し た目 的、取 組の 内 容及び 未来 計画 の進め 方に ついて 伺い ます。

また 、子 どもに とっ て 夢や希 望の 持て る米子 を確 立する ため に、

ひい ては 少子化 の解 消 に向か って この 計画を どの ように 活用 して

いくのか、見解を伺います。

次に、企業誘致についてお尋ねします。

地 域に 企業が 進出 す れば、 自治 体に とって は雇 用や税 収が 増え、

地域 住民 にとっ ても 新 たな雇 用の 機会 が得ら れ、 ＵＩタ ーン の促

進や 若者 の定着 率も 高 くなり 、地 域の 活性化 にも 寄与す ると いう

メリ ット があり ます 。 そこで 、ま ず、 本市は どの ように 企業 誘致

を進 めて いるの か伺 い ます。 また 、近 年の企 業進 出の状 況に つい

ても 伺い ます。 加え て 、先日 、イ ンド の大手 スパ イスメ ーカ ーが



山陰 への 進出を 計画 し ている との 報道 があり まし た。本 市も 名の

りを上げ、積極的に交渉すべきと考えますが、見解を伺います。

次に、移住定住対策についてお尋ねします。

各 種移 住支援 制度 に より、 人口 減少 対策と して も期待 が大 きい

移住 定住 対策に つい て は、移 住定 住動 画集の 作成 、紹介 や、 移住

定住 ガイ ドブッ クの 発 刊及び 様々 な広 報活動 によ り、広 く米 子市

への 移住 定住に 貢献 し てはい るも のの 、なか なか 結果に 結び つい

てい ない 現状が あり ま す。そ こで 、ま ず、近 年の 移住者 数に つい

て伺 いま す。ま た、 今 後は移 住者 数を 増加さ せる ために も、 今ま

で以 上に 若者目 線に よ る施策 の取 組も 必要と 考え ますが 、見 解を

伺います。

次に、空き家対策についてお尋ねします。

空 き家 対策は 、令 和 ６年３ 月に 策定 された 第２ 次米子 市空 家等

対策 計画 に沿っ て各 施 策が執 り行 われ ている と承 知して いま すが、

まず 、現 在の米 子市 に ある空 き家 はど のよう な状 況であ るの か伺

いま す。 また、 同計 画 におい て、 空き 家等対 策及 び空き 地対 策の

基本 的な 考え方 にお い て、多 様な 主体 との連 携に より地 域の 活性

化を 図る ととも に、 安 心・安 全で 快適 に住み 続け られる 地域 環境

づく りが 基本目 標と さ れ、さ らに 、発 生抑制 、活 用促進 、適 切な

管理 、除 却の促 進の ４ つの基 本方 針が 示して あり ますが 、そ れら

４つ の基 本方針 に沿 っ てどの よう な取 組が行 われ たのか 、ま た今

後の取組方針についても併せてお伺いします。

次に、スポーツ施設等の改修、改築についてお尋ねします。

令 和 １ ５ 年 、 つ ま り 今 か ら ７ 年 後 に 第 ８ ７ 回 国 民 ス ポ ー ツ 大

会・ 第３ ２回全 国障 害 者スポ ーツ 大会 がここ 鳥取 県にお いて 開催



予定 とな ってい ます 。 鳥取県 での 開催 は、昭 和６ ０年の わか とり

国体 、わ かとり 大会 以 来、実 に４ ８年 ぶりと いう ことで あり ます。

そこ で、 スポー ツ施 設 等の改 修、 改築 が急が れる ところ です が、

まず 、現 在建設 中の 米 子アリ ーナ の整 備状況 につ いて伺 いま す。

また 、駐 車場を 含め た スポー ツ施 設の 改修、 改築 、競技 会場 やそ

こに 接続 する道 路な ど の環境 整備 につ いての 取組 や、専 門部 署、

専門 委員 会等の 立ち 上 げ状況 及び スケ ジュー ル感 につい ても 伺い

ます。

次 に、 ワール ドマ ス ターズ ゲー ムズ ２０２ ７関 西の開 催に つい

てお尋ねします。

ワ ール ドマス ター ズ ゲーム ズは 、４ 年ごと に開 催され 、お おむ

ね３ ０歳 以上の スポ ー ツ愛好 者で あれ ば誰も が参 加でき る生 涯ス

ポー ツの 国際総 合競 技 会であ りま す。 本大会 は、 令和９ 年５ 月１

４日 から ５月３ ０日 ま での１ ７日 間、 関西一 円で 開催さ れ、 米子

市で は柔 道競技 が開 催 される こと にな ってい ます 。そこ で、 本市

では 大会 運営や 交流 、 おもて なし など につい て、 どのよ うに 取り

組まれるのか伺います。

次に、老人福祉センターの在り方についてお尋ねします。

米 子市 には、 米子 市 老人福 祉セ ンタ ー、弓 浜地 域老人 福祉 セン

ター 、淀 江老人 福祉 セ ンター の計 ３つ の老人 福祉 センタ ーが あり、

地域 の高 齢者を 中心 に 各種の 相談 に応 じると とも に、健 康の 増進、

教養 の向 上及び レク リ エーシ ョン のた めの便 宜を 総合的 に供 与し、

高齢 者に 健康で 明る い 生活を 営ん でも らうこ とを 目的と して いま

す。 そこ で、ま ず、 こ の老人 福祉 セン ターの 利用 状況に つい て伺

いま す。 また、 淀江 老 人福祉 セン ター におい て、 利用者 から 、耐



震性 、耐 久性及 び深 刻 な老朽 化を 懸念 する声 が上 がって いま す。

改修 、改 築及び 廃止 を 含めた 淀江 老人 福祉セ ンタ ーの今 後の 在り

方についての見解を伺います。

次 に、 昨年１ １月 ２ ０日に 設立 され たＪＲ 境線 を中核 とし た公

共交通ネットワーク強化研究会の設立についてお尋ねします。

こ の研 究会は 、弓 ヶ 浜半島 での 公共 交通の 利用 拡大に 向け 設立

され たと 伺って いま す 。弓ヶ 浜半 島の 活性化 や地 区計画 の実 施へ

の好 影響 を期待 して い るとこ ろで す。 そこで 、こ の研究 会が 設立

され た経 緯、目 的、 さ らには 実施 する 事業の 内容 につい てお 伺い

します。

次に、広域的な交通基盤の整備促進についてお尋ねします。

本 市は 、山陰 自動 車 道と米 子自 動車 道が交 わり 、山陰 本線 と伯

備線 、境 線がつ なが る ＪＲ米 子駅 、山 陰唯一 の国 際定期 航路 路線

があ る米 子鬼太 郎空 港 などを 有す る山 陰の交 通結 節点で あり ます。

その 特性 を生か し、 物 流、交 流の 効率 化をは じめ 、産業 振興 、観

光振 興、 国土強 靱化 等 の防災 機能 など 、様々 な分 野で大 きな 効果

を発 揮す るため には 、 社会や ニー ズに 対応で きる ように 、既 存の

交通 基盤 の高度 化や 新 たな交 通基 盤の 構築を 進め なけれ ばな らな

いと 考え ます。 そこ で 、次に 掲げ る４ 項目の 取組 につい て、 現在

まで の取 組状況 と今 後 の展望 につ いて 、また 、こ れまで の取 組の

中で見えてきた課題について伺います。

１ 、米 子－境 港間 を 結ぶ高 規格 道路 の早期 事業 化につ いて 。２、

中国 横断 自動車 道岡 山 米子線 の全 線４ 車線化 の早 期実現 につ いて。

３、 中国 横断新 幹線 、 伯備新 幹線 及び 山陰新 幹線 の整備 促進 につ

いて 。４ 、米子 空港 利 用者数 の増 加及 び米子 空港 発着路 線の 充実



について。以上４項目についての見解を伺います。

次に、郊外型巡回バスの運行状況についてお尋ねします。

公 共交 通の空 白地 域 をなく すべ く、 生活交 通と して、 高齢 者や

自動 車免 許を返 納さ れ た方々 を中 心に 、病院 やス ーパー 等へ 通う

こと を目 的とし た巡 回 バスが 、現 在、 弓浜地 区は よねぎ ーバ スと

して 、箕 蚊屋地 区は み のりん バス とし て実証 的に 運行を して いま

す。 地域 の皆さ んに と っては 待ち に待 った巡 回バ スで、 好評 を博

して いる ところ であ り ますが 、今 後の スケジ ュー ルはど のよ うに

なっ てい るのか 伺い ま す。ま た、 南部 地区か らも 要望が ある 南部

エリアのバス運行についての検討状況についても伺います。

次に、慢性的なドライバー不足対策についてお尋ねします。

バ ス、 トラッ クを は じめと する ドラ イバー 不足 は依然 とし て解

消さ れて おらず 、様 々 な輸送 運送 に影 響が出 てい ます。 自動 運転

バス につ いては 、２ 月 末で実 証運 行が 終了し 、社 会実装 に向 けた

検証 を行 うこと とな っ ていま すが 、ま ずは自 動運 転バス を導 入し

た経 緯に ついて 伺い ま す。ま た、 今後 はこの 自動 運転バ スを どの

ように活用していく計画なのかについても伺います。

一 方、 トラッ クド ラ イバー 不足 解消 を目的 に、 鉄道輸 送等 を活

用し たモ ーダル シフ ト につい て、 本市 にはＪ Ｒ伯 耆大山 駅が あり、

補助 金も 活用が でき る と伺っ てい ます 。積極 的な 取組に 期待 しま

すが、見解を伺います。

次に、橋梁の在り方についてお尋ねします。

ま ず、 老朽化 で存 廃 が議論 され てい た国登 録有 形文化 財、 日野

橋に つい ては、 今後 ２ ０年程 度は 小規 模な修 繕を 行って 維持 し、

延命 化を 図られ るこ と となり 、存 廃に 関する 検討 は１５ 年後 に先



送り する 形とな りま し た。そ の他 橋梁 の在り 方に ついて は、 現在、

第２ 期米 子市橋 りょ う 長寿命 化修 繕計 画が実 行さ れてい ます が、

現在 の米 子市の 橋梁 に ついて 、ど のよ うな状 況で あるの か伺 いま

す。 また 、計画 策定 の 効果と して 記載 のある 事業 費の節 減、 安全

性の 向上 及び対 策費 用 及び予 算の 平準 化につ いて はどの よう であ

った のか 伺いま す。 加 えて、 令和 １０ 年度ま でに 対象１ 橋に て集

約化 、撤 去を実 施し 、 維持管 理費 用を 約 7,０ ０ ０ 万 円 縮 減 す る こ

と を 目 標 と す る と 記 載 があり ます が、 このこ とに 関する 状況 につ

いても伺います。

次 に、 近い将 来、 そ の風貌 が大 きく 変わる であ ろう湊 山公 園一

帯の整備についてお尋ねします。

こ のた び、鳥 大医 学 部の体 育館 と米 子市児 童文 化セン ター が共

創施 設と して再 整備 の 検討を 始め る方 針が示 され ました 。ま た、

同時 に、 湊山公 園リ ニ ューア ル事 業の 計画案 につ いても 公表 され

まし た。 まずは 、こ の たびこ れら を公 表する に至 った経 緯に つい

て伺 いま す。ま た、 本 市が鳥 大病 院側 に湊山 公園 の一部 を提 供す

るホ スピ タルパ ーク 構 想につ いて のそ の協議 の進 捗状況 と、 鳥大

病院 側と 合意し た事 項 につい て伺 いま す。加 えて 、生ま れ変 わる

湊山 公園 の将来 像に つ いて、 どの よう に考え てい るのか お伺 いし

ます。

次に、町家の保存と活用の推進についてお尋ねします。

町 家の 保存と 活用 に ついて は、 令和 ７年度 から 新たに まち づく

りビ ジョ ンに加 わっ た 項目で あり 、米 子が城 下町 であっ たこ とを

後世 に残 してい くた め にも、 歴史 的な 景観等 の保 全は責 務で ある

と考 えま す。そ の上 で 、歴史 文化 遺産 保存活 用支 援団体 の育 成、



指定 、登 録有形 文化 財 制度を 活用 した 城下町 の歴 史的建 造物 の文

化財 登録 と保存 活用 、 町家の 改修 費補 助等の 実施 及び二 地域 居住

への 対応 など、 町家 の 新たな 活用 方法 の検討 が施 策とし て示 され

ておりますが、それぞれについての現状を伺います。

次に、朝日町周辺エリアの活性化についてお尋ねします。

朝 日町 周辺エ リア に ついて は、 角盤 町、米 子港 、城下 町周 辺エ

リア のに ぎわい 創出 及 びナイ トタ イム エコノ ミー の創出 が第 ２次

米子 市ま ちづく りビ ジ ョンに 記載 があ り、こ れら のエリ アの より

一層 の活 性化が 期待 さ れると ころ であ ります 。そ の地元 の朝 日町

通り 商店 会から 要望 が あった 国の エネ ルギー 構造 高度化 ・転 換理

解促 進事 業を活 用し た 事業の 実施 が待 たれる とこ ろであ りま すが、

その動きについて伺います。

次に、米子がいな祭の支援についてお尋ねします。

米子 市 の夏 の風 物 詩と して 半 世紀以 上 にわ たり 親 しまれ て きた

米子 がい な祭で すが 、 このた び、 実質 的な中 心と なって 祭り を運

営し てき た米子 青年 会 議所が 令和 ８年 度はが いな 祭に関 する 委員

会を 設置 しない 方針 で あるこ とが 判明 しまし た。 夜空を 焦が す大

花火 や、 あの勇 壮な 万 灯妙技 は一 体ど うなる のか 、がい な祭 は実

施さ れる のかさ れな い のか、 市民 の不 安は募 るば かりで あり ます。

そこ で、 がいな 祭に 対 する本 市の 今後 の支援 や関 わりに つい て伺

います。

次 に、 米子城 跡の 保 存、活 用と 魅力 発信に つい てお尋 ねし ます。

米 子城 跡の整 備が 着 々と進 む中 、三 の丸広 場の 整備が 進み 、令

和８ 年の 秋頃に オー プ ンする 運び とな ってい ます 。元旦 の恒 例と

なっ た明 けまし て米 子 城！、 春と 秋に 開催さ れる ダイヤ モン ド大



山観 望会 は、回 を追 う ごとに 盛況 を博 し、多 くの 登城者 が訪 れる

よう にな りまし た。 幻 想的な 米子 城石 垣のラ イト アップ も好 評で

す。 最近 では、 天守 台 の石垣 北側 に鯛 石が発 見さ れ、お めで たい

石と いう 縁起物 とし て 鑑賞に 訪れ る方 が増え てき ている と仄 聞し

ます 。こ のよう に、 今 や米子 城跡 はど こにも 負け ない観 光名 所と

なり 得る スポッ トと な ってい ます 。こ の機会 を逃 さず、 全国 に向

かっ ての 魅力発 信や Ｐ Ｒ活動 の強 化を 図るべ きと 考えま すが 、そ

の手 法と ともに 、見 解 を伺い ます 。ま た、米 子城 跡の整 備に つい

て、 着地 点をど の辺 り に設定 して いる のか、 この ことに つい ても

伺います。

次に、文化芸術活動の推進についてお尋ねします。

文 化芸 術活動 の拠 点 となる 米子 市美 術館は 、空 調工事 に伴 い、

令和 ８年 ８月末 まで 休 館中と なっ てい ます。 休館 して気 づく こと

は、 米子 市には 市民 が 作品を 発表 する 場があ まり にも少 ない とい

うこ とで す。中 心市 街 地に目 を向 けれ ば、市 民ギ ャラリ ーと して

活用 でき そうな 空き 家 や空き 店舗 が目 につき ます 。まち を元 気に

する ため にも、 文化 芸 術活動 を盛 んに するた めに も、検 討に 資す

ると考えますが、見解を伺います。

次に、地域防災力の充実強化についてお尋ねします。

天 災は 忘れた 頃に や ってく るの では なく、 ある 大臣か らの 発言

で、 天災 は忘れ る間 も なくや って くる という 警句 をよく 耳に する

よう にな りまし たが 、 近年は まさ にこ のとお りで 、大き な災 害が

頻発 して いる印 象が あ ります 。よ って 、今ま で以 上に地 域防 災力

の充 実強 化を図 って い かなけ れば なり ません 。そ こで、 この 地域

防災 力を 担って いる 自 主防災 組織 につ いてお 尋ね します 。自 主防



災組 織の 結成率 につ い てはど のよ うに なって いる のか、 カバ ー率

につ いて も併せ て伺 い ます。 また 、自 主防災 組織 におい ては 、防

災力 向上 のため にど の ような 活動 をさ れてい るの か伺い ます 。ま

た、 自主 防災組 織連 合 につい ては 、ど のよう な目 的で結 成さ れ、

本市 とし てはど のよ う な支援 を行 って いるの か伺 います 。加 えて、

防災 情報 を受信 でき る 防災ラ ジオ の普 及につ いて の現状 、そ して

今後の取組についても伺います。

次 に、 淀江エ リア の 歴史・ 地域 資源 の活用 につ いてお 尋ね しま

す。

淀 江エ リアの 歴史 ・ 地域資 源の 活用 につい ては 、伯耆 古代 の丘

エリ アに おいて 、歴 史 、文化 的価 値の 高い史 跡等 が集積 して おり、

観光 、文 化施設 とし て 、淀江 ゆめ 温泉 、伯耆 古代 の丘公 園、 上淀

白鳳 の丘 展示館 があ り 、これ らを 活用 した活 性化 が求め られ てお

り、 これ らの魅 力発 信 がどの よう に行 われて いる のか伺 いま す。

また 、せ んだっ て視 察 に赴い た千 葉県 千葉市 にお いては 、開 府９

００ 年事 業とし て市 立 博物館 をリ ニュ ーアル し、 原始、 古代 、中

世、 近世 とゾー ンに 分 けて、 歴史 の変 遷を分 かり やすく 説明 する

展示 が行 われて いま し た。本 市も 歴史 に関す る資 料等は 多々 あり

ます が、 それら をよ り 市民に 分か りや すく展 示し 、歴史 への さら

なる 理解 を深め る施 策 をどの よう に展 開して いく のか伺 いま す。

加え て、 去る１ 月３ １ 日に淀 江さ なめ ホール にお いて、 「古 墳時

代後 期の 地域間 交流 」 と題し 、東 大人 文・淀 江プ ロジェ クト 第４

回公 開シ ンポジ ウム が 開催さ れま した 。米子 市の 歌の２ 番の 歌詞

にあ る「 古代ロ マン が 息づい て光 る歴 史には ずむ 風」と は、 まさ

に旧 淀江 町に関 する 古 墳時代 の歴 史の ことを 指す ものだ と思 う内



容で した が、改 めて こ の東大 人文 ・淀 江プロ ジェ クトの これ まで

の変遷と今後に予定している展開について伺います。

次に、美保地区まちづくり構想についてお尋ねします。

米 子市 の中で も少 子 高齢化 の進 展が 著しい 美保 地区で すが 、義

務教 育学 校の建 設を 機 に、改 めて まち づくり 構想 の策定 を進 める

必要 があ るよう に感 じ ます。 健や かな 暮らし と災 害に強 いま ちづ

くり を推 進する ため に も、自 治会 関係 者をは じめ とする 地域 の皆

さん 等の 意見を 聞く 必 要はあ りま すが 、今現 在、 市長は どの よう

なビ ジョ ンを描 いて い るのか お伺 いし ます。 また 、やが てま ちづ

くり の中 心にな るで あ ろう廃 校と なる 予定の ４校 跡地の 利活 用に

つい ては 、どの よう な お考え をお 持ち なのか につ いても お伺 いし

ます。

次に、ヌカカ対策についてお尋ねします。

弓 浜地 区を中 心に 進 められ てい るヌ カカ発 生抑 制対策 事業 は、

令和 ８年 に５年 計画 の 最終年 度を 迎え ること とな ります が、 事業

の実 施効 果は認 めら れ るもの の、 事業 の実施 面積 におい ては 、ま

だま だ不 十分で ある と 考えま す。 そこ で、こ の５ 年間の 総括 をど

のよ うに はかり 、令 和 ９年度 以降 の事 業計画 に反 映して いく のか

伺い ます 。また 、幼 虫 駆除に 効果 のあ る石灰 散布 に当た り、 ドロ

ーン を活 用して いる と ころで すが 、一 方で、 作業 省力化 が図 れ、

事業 効果 が期待 でき る ラジコ ン式 草刈 り機の 導入 につい ての 検討

状況 につ いても 伺い ま す。ま た、 近年 、害虫 に対 して忌 避効 果の

高い 衣服 の研究 が進 ん でいま す。 これ らを含 めた ヌカカ に対 して

の健 康被 害を軽 減す る 予防策 につ いて 改めて 研究 すべき と考 えま

すが、見解を伺います。



次に、生活排水対策についてお尋ねします。

弓 浜地 区の生 活排 水 対策は 、下 水道 整備で はな く、合 併処 理浄

化槽 で整 備する こと と なりま した 。地 域住民 へ順 次丁寧 に周 知を

図ら れた ことは 、高 く 評価を いた しま す。そ こで 、まず 、合 併処

理浄 化槽 への切 替え に 年間１ ００ 基を 目途に して 普及を 図っ てこ

られ まし たが、 その 結 果につ いて 伺い ます。 また 、合併 処理 浄化

槽の 普及 促進や 適正 管 理につ いて は、 どのよ うに 周知さ れた のか、

ある いは される 予定 な のか伺 いま す。 加えて 、合 併処理 浄化 槽設

置に 対す る補助 制度 、 また令 和８ 年４ 月から 始ま る新た な補 助制

度はどのようなものなのか伺います。

次に、次世代につなぐ農業の推進についてお尋ねします。

本 市の 基幹産 業で も ある農 業に つい ては、 高齢 化と後 継者 不足、

燃料 費や 肥料等 の生 産 資材費 の高 騰、 不安定 な収 入、豪 雨等 の自

然 災 害 の 激 甚 化 、 厳 し い 労 働 条 件 な ど が 原 因 で 、 農 業 従 事 者 は

年々 減少 をし続 けて い ます。 農業 を守 ること は、 未来を 守る こと

にも つな がりま す。 先 ほど申 し上 げた 様々な 課題 を解消 し、 農業

をき ちん と次世 代へ つ ないで いく ため にも、 本市 はどの よう な事

業支 援を 展開す る予 定 なのか 伺い ます 。また 、人 手不足 の解 消、

省力 化、 生産規 模の 拡 大が期 待で きる スマー ト農 業に対 する 推進

支援の考え方についても伺います。

次に、荒廃農地対策についてお尋ねします。

荒 廃農 地が及 ぼす 影 響とし ては 、雑 草の繁 茂等 による 病害 虫の

発生 、ご みの無 断投 棄 、火災 発生 等の 原因と なり 、周辺 農地 にも

悪影 響を 及ぼす こと が 考えら れま す。 また、 農業 に関わ る人 だけ

では なく 、地域 社会 全 体に影 響を 及ぼ す重要 な課 題とな って いま



す。 本市 には、 弓浜 地 区を中 心に 、ま だまだ 広大 な荒廃 農地 が現

存し てい ます。 今後 、 どのよ うな 対策 を講じ てい く考え なの か伺

いま す。 また、 市内 各 所で脱 炭素 化先 行地域 づく り事業 の取 組が

進行 中で すが、 この 事 業によ り、 どの くらい の荒 廃農地 面積 の減

少を 見込 んでい るの か 伺いま す。 加え て、荒 廃農 地対策 とし て期

待の 高い 早生ヤ ナギ 等 の試験 栽培 につ いて、 令和 ８年度 以降 の計

画についても伺います。

次 に、 認知症 とと も に生き るま ちづ くりに つい てお尋 ねし ます。

認 知症 ととも に生 き るまち づく りに ついて は、 ６５歳 以上 の高

齢者 の約 ５人に １人 は 認知症 を発 症す ると推 計さ れてい ます 。こ

の誰 もが なり得 る認 知 症につ いて 、広 く社会 の理 解を進 め、 地域

の中 で共 生でき るま ち づくり を目 指す 必要が あり ます。 そこ で、

認知 症の 方やそ の家 族 へどの よう な対 応がな され てきた のか 、ま

た認 知症 に対す る正 し い理解 をど のよ うに広 めて きたの か、 また

広めていくのかお伺いします。

次に、介護予防とフレイル対策の推進についてお尋ねします。

令 和３ 年１２ 月に 米 子市フ レイ ル対 策実行 指針 が示さ れ、 フレ

イル 対策 が進め られ て きまし たが 、そ の４年 後の 令和７ 年１ ２月

に米 子市 フレイ ル対 策 推進指 針が 示さ れまし た。 そこで 、こ の４

年間 の取 組とそ の実 績 、そし て、 この たびの 対策 推進指 針の 策定

の狙いについて伺います。

次 に、 美保中 学校 区 義務教 育学 校整 備事業 の進 捗状況 につ いて

お尋ねします。

事 業当 初の予 定で あ った令 和１ ０年 ４月の 開校 が、各 種設 計業

務に 当初 の想定 以上 に 時間を 要し てい ること 、ま た全国 的に 建設



資材 の調 達に遅 延が 生 じてい るこ とな どによ り、 開校が ３年 から

５年 遅れ る見込 みと な りまし た。 現在 、令和 １３ 年４月 を開 校目

標に 、造 成工事 等の 整 備が進 めら れて いると ころ です。 そこ で、

改め て、 義務教 育学 校 を設置 する こと になっ た経 緯につ いて 伺い

ます 。ま た、義 務教 育 学校に おけ る教 育目標 、施 設の整 備方 針に

つい て伺 います 。加 え て、ハ ード 面、 ソフト 面で の今後 の整 備ス

ケジュールについても併せて伺います。

次に、教育環境の充実についてお尋ねします。

教 育環 境の充 実に つ いて、 学校 施設 の在り 方と 長寿命 化に つい

ては 、小 中学校 の校 長 会から 、特 別教 室及び 体育 館への エア コン

の設 置、 安全・ 安心 な 学校生 活に 向け た施設 設備 の充実 につ いて

どの よう に対応 され た のか、 ある いは 対応さ れる のかを 伺い ます。

また 、米 子市学 校施 設 の長寿 命化 計画 につい て、 計画期 間を 令和

２年 度か ら令和 １１ 年 度まで の１ ０年 間とし 、５ 年ごと に見 直し

を行 うと ありま すが 、 その見 直し はど のよう に行 われた のか 伺い

ます。

次に、小中学校における外国語教育についてお尋ねします。

グ ロー バル化 が進 む 現代社 会に おい て外国 語教 育は、 自己 の形

成や 国際 社会で の活 躍 ・貢献 を目 指す 上で、 極め て重要 なも の、

かつ 必要 不可欠 なも の となっ てい ます 。米子 市学 校教育 の指 針に

は、 外国 語・英 語教 育 の充実 を図 り、 児童生 徒の コミュ ニケ ーシ

ョン 能力 の育成 に努 め るとと もに 、諸 外国の 多様 な生活 や異 文化

を理 解・ 尊重す る態 度 を育成 する とあ ります 。そ こで、 まず 、外

国語 教育 推進に 向け て の本市 の取 組状 況と、 これ までの 取組 の成

果に つい て伺い ます 。 また、 指針 にも あるよ うに 、諸外 国の 多様



な生 活や 異文化 を理 解 ・尊重 する 態度 を育成 する という 観点 など

から 、生 徒を海 外へ 派 遣し、 国際 交流 の経験 を積 ませる こと も検

討すべきではないかと考えますが、見解を伺います。

次に、中学校の部活動改革についてお尋ねします。

少 子化 のさら なる 延 伸によ り、 中学 校にお いて も様々 な影 響が

出て きて います 。特 に 部活動 にお いて はその 影響 が顕著 で、 部活

動の 改革 が求め られ て います 。そ こで 、まず 初め に、部 活動 改革

をす る背 景、目 的に つ いて伺 いま す。 また、 令和 ４年度 から 米子

市版 部活 動の在 り方 に ついて 協議 が開 始され 、令 和５年 度か ら７

年度 まで 部活動 改革 に おける 様々 な取 組がな され ました が、 その

取組 内容 と、そ こか ら 抽出さ れた 課題 認識に つい て伺い ます 。ま

た、 この ことを 受け て の今後 の本 市の 方針に つい て伺い ます 。加

えて 、現 在協議 が進 ん でいる 米子 市地 域クラ ブ活 動につ いて 、そ

の協議内容、活動内容についても伺います。

以 上で 壇上か らの 質 問を終 わり ます が、答 弁を いただ いた 後に

質問 席よ り再質 問を さ せてい ただ きま す。そ して 、その 後、 同僚

の４人の議員から関連質問をさせていただきます。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長（登 壇） 蒼生会 、門 脇議 員から の代 表質問 に対 しま

して、私が所管している部分について答弁を申し上げます。

最 初に 、まち づく り ビジョ ン７ つの 柱ごと の取 組につ いて の御

質問 をい ただき まし た 。その 具体 的な 内容に つい てのお 尋ね でご

ざい ます 。本市 のよ さ を引き 出し て、 住んで 楽し く、み んな が誇

れる 米子 のまち をつ く るため に必 要と 思われ る項 目を７ つに まと

めて 柱と したも ので ご ざいま すが 、１ つ目、 交通 基盤の 充実 と歩



いて 楽し いまち づく り につき まし ては 、米子 －境 港間の 高規 格道

路の 整備 推進や コミ ュ ニティ バス の導 入によ りま すバス 路線 の再

編、また自動運転バスの社会実装などを進めてまいります。

２ つ目 の市民 が主 役 の共生 のま ちづ くりに つき まして は、 認知

症に なっ ても安 心し て 暮らせ る社 会づ くりの 促進 や障が い福 祉の

充実 など により まし て 、多様 な人 々が 活躍で きる 共生社 会の 構築

を目指してまいります。

３ つ目 の教育 の充 実 と子育 てし やす いまち づく りにつ きま して

は、 子ど もの学 びや 活 動拠点 の充 実、 部活動 の地 域展開 の支 援、

校内 サポ ート教 室の 全 校設置 、イ ンク ルーシ ブ教 育の推 進な ど、

子育て支援と教育環境のさらなる向上を図ってまいります。

４ つ目 の地産 外商 で 経済基 盤を 強く するま ちづ くりに つき まし

ては 、米 子空港 を発 着 する航 空路 線を 生かし たイ ンバウ ンド 需要

の創 出な ど、県 外市 場 の開拓 支援 を強 化する ほか 、女性 のヘ ルス

ケア の充 実など 、新 し い時代 に対 応す る人材 育成 にも力 を入 れて

まいります。

５ つ目 の歴史 と文 化 に根差 した まち づくり につ きまし ては 、三

の丸 広場 など米 子城 跡 の整備 促進 や尾 高城跡 の史 跡調査 の推 進な

ど、 地域 の歴史 を後 世 に伝え てい くほ か、市 民の 文化芸 術活 動を

支援し、生活の楽しみや喜びをつくってまいります。

６ つ目 のスポ ーツ 健 康まち づく りに つきま して は、米 子ア リー

ナの 整備 をはじ め、 新 たな野 外運 動公 園整備 の検 討など 、誰 もが

スポ ーツ を楽し める 環 境を整 える こと や、こ れま で進め てき たフ

レイ ル対 策につ きま し て、習 慣化 を図 るなど 、健 康寿命 の延 伸を

目指してまいります。



７ つ目 の災害 に強 い まちづ くり につ きまし ては 、消防 団活 動の

充実 や避 難所の 良好 な 環境を 確保 する ほか、 道路 網や橋 梁の 老朽

化対 策、 急傾斜 地対 策 などイ ンフ ラ整 備を促 進し 、様々 な災 害へ

の対応力の強化を図ってまいります。

続 きま して、 予算 編 成方針 と重 点的 に予算 を配 分した 施策 、そ

の要 因に ついて のお 尋 ねでご ざい ます 。令和 ８年 度当初 予算 につ

きま して は、物 価高 の 影響か ら市 民生 活を守 り、 将来に わた って

安心 でき る地域 社会 の 基盤整 備に 取り 組むと とも に、未 来を 担う

子ど もた ちや若 者へ の 投資を 最重 要課 題と位 置づ けまし て、 迅速

かつ きめ 細やか に対 応 する予 算編 成の 内容と して おりま す。 特に、

緊急 的な 不登校 対策 と しての 校内 サポ ート教 室の 拡充や 、新 たな

子ど もの 居場所 づく り といっ た視 点か らの児 童文 化セン ター の在

り方 に係 る検討 など 、 教育の 充実 と子 育てし やす いまち づく りの

さらなる推進に向けて、重点的に予算を配分しております。

ま た、 町なか と郊 外 の一体 的な 発展 に向け まし て、コ ミュ ニテ

ィバ スを 含めた バス 路 線の再 編や 自動 運転バ スの 実証運 行、 米子

駅、 角盤 町周辺 のウ ォ ーカブ ル推 進事 業など 、交 通基盤 の充 実と

歩い て楽 しいま ちづ く りにも しっ かり と予算 を配 分して おり ます。

次 に、 宿泊税 を導 入 する場 合の 目的 と対象 、課 税方法 につ いて

のお 尋ね でござ いま す 。先行 事例 によ ります と、 導入目 的に つき

まし ては 、観光 客の 受 入環境 の整 備や 観光地 とし ての魅 力の 向上、

また 戦略 的なマ ーケ テ ィング やプ ロモ ーショ ンの 推進な どと され

てお りま して、 対象 と 課税方 法に つき まして は、 旅館や ホテ ルな

どの 宿泊 事業者 を特 別 徴収義 務者 とし て、納 税者 である 宿泊 者か

ら徴収するのが一般的となっております。



続 きま して、 ＤＸ 推 進計画 の取 組と 成果に つい てでご ざい ます。

一例 とい たしま して 、 マイナ ンバ ーカ ードの 普及 促進に 取り 組み

まし た結 果、各 種証 明 書のコ ンビ ニ交 付の件 数が 増えま して 、窓

口の 混雑 緩和と 市民 の 利便性 向上 が図 れたと 同時 に、職 員の 負担

軽減 の効 果がご ざい ま した。 ＤＸ 人材 の育成 につ きまし ては 、終

わり はな いもの と認 識 してお りま して 、今後 も継 続して 取り 組む

こと で、 さらな る成 果 を目指 して まい ります 。ま た、Ｄ Ｘ推 進に

係る 今後 の取組 につ い てでご ざい ます が、現 在、 第２期 ＤＸ 推進

計画 を策 定して おり ま して、 特に ＡＩ の活用 は業 務の在 り方 を大

きく 変え る可能 性が あ ると認 識し てお りまし て、 そのた めに 生成

ＡＩ の活 用を積 極的 に 進めて 、一 層の 生産性 向上 を図っ てい く考

えでございます。

続 きま して、 歩い て 楽しい まち づく りにつ いて の御質 問で ござ

いま す。 最初に 、米 子 市各所 で取 り組 まれて いる 事業内 容に つい

ての お尋 ねでご ざい ま す。国 のウ ォー カブル 推進 事業な どの 財源

を活 用し まして 、市 内 各所で 本市 が目 指して おり ます歩 いて 楽し

いま ちづ くりを 推進 す るため の各 種事 業を実 施し ており ます 。ま

ず、 米子 駅周辺 地区 に おきま して は、 駅北広 場の 再整備 や駅 前通

りの 実証 実験、 明治 町 公園の リニ ュー アル、 だん だん広 場へ のＳ

Ｌの 移設 などの 事業 を 通じま して 、米 子駅の 交通 結節点 とし ての

機能 強化 と駅周 辺の 魅 力向上 、さ らに はにぎ わい 創出に 向け た取

組を 行っ てまい りま す 。また 、駅 の南 側では 、め ぐみ通 りの 整備

が完 了し まして 、目 久 美公園 のリ ニュ ーアル も今 年度末 に完 了す

る予 定で ござい ます 。 また、 米子 アリ ーナの 開業 に向け まし て、

米子 駅の 南口か らの 歩 行環境 の整 備を 実施し てお ります 。角 盤町



周辺 にお きまし ては 、 える・ もー るア ーケー ドの 下の道 路の 美装

化や 朝日 公園の リニ ュ ーアル など が完 了をし まし て、現 在は アー

ケー ドが 撤去さ れま し た本通 り商 店街 の道路 の美 装化や 冨士 見２

号公 園の リニュ ーア ル などを 実施 して おりま して 、これ らの 事業

により、にぎわい創出につなげてまいりたいと考えております。

事 業実 施箇所 にお け る歩行 者の 通行 量の増 減に ついて のお 尋ね

でご ざい ますが 、米 子 駅周辺 地区 と角 盤町周 辺地 区の各 事業 の整

備に 当た りまし て、 国 の交付 金を 活用 するた め、 都市再 生整 備計

画を 作成 してお りま し て、事 業の 効果 につき まし ては、 歩行 者交

通量 を一 つの指 標と し ており ます 。米 子駅周 辺地 区では 駅前 通り

につ いて 、また 角盤 町 周辺地 区で はえ る・も ーる 商店街 につ いて、

それ ぞれ 行き交 う歩 行 者数な どを 通行 量調査 によ り把握 して おり

まして、いずれのエリアにおいても増加傾向でございます。

ま た、 ベンチ やト イ レ、ミ スト など の整備 計画 につい てで ござ

いま すが 、現在 のと こ ろミス トの 整備 計画は ござ いませ んが 、ベ

ンチ につ きまし ては 、 めぐみ 通り のほ か、本 通り 商店街 など に計

画を して おりま して 、 ウオー カブ ルエ リア内 の道 路や公 園に おい

て、 歩行 者の回 遊性 や 利用者 の滞 在環 境の向 上を 図るた めに 、可

能な 範囲 で設置 する 計 画とし てお りま す。ト イレ につき まし ては、

整備 が完 了しま した 朝 日公園 のほ か、 目久美 公園 や冨士 見２ 号公

園な どで 整備を 行っ て おりま して 、ウ オーカ ブル エリア 内の 公園

整備 と併 せまし てト イ レのバ リア フリ ー化な どを 行い、 より 利用

しやすい施設へ改修を行う計画としております。

続 きま して、 公共 施 設等総 合管 理計 画の現 在の 進捗状 況に つい

ての お尋 ねでご ざい ま す。平 成２ ８年 度から の１ ０年間 で、 延べ



床面 積の ５％の 削減 を 目標と して おり まして 、令 和７年 ３月 ３１

日現 在の 進捗状 況は 、 削減率 1.３ ９ ％ 、 削 減 面 積 が 6,７ ０ ０ 平 方

メ ー ト ル と な っ て お り ま す。 地区 体育 館の在 り方 につい てで ござ

いま すが 、建築 後４ ５ 年を経 過を めど に順次 廃止 するこ とと いた

して おり まして 、今 後 は新た に地 域拠 点体育 館の 整備を 検討 して

いく こと として おり ま す。ま た、 公民 館の附 属施 設及び 児童 体育

館の 維持 管理に つい て でござ いま す。 公民館 に附 属する 体育 館に

つき まし ては、 老朽 化 により 使用 の限 界が来 た場 合は更 新し ない

こと を基 本とし てお り まして 、大 規模 修繕を 伴わ ない保 安や 安全

確保 に必 要な措 置の み を実施 する こと として おり ます。 また 、児

童体 育館 につき まし て は、経 過年 数か ら見て しば らくは 使え るも

ので もあ ります こと か ら、適 正に 維持 管理を 行っ ていく こと とし

ております。

続 きま して、 よな ご っこ未 来計 画に ついて のお 尋ねで ござ いま

す。 最初 に、計 画策 定 の目的 につ いて でござ いま すが、 こど も基

本法 に基 づきま して 、 本市に おけ る子 どもや 若者 に関す る施 策を

一体 的か つ総合 的に 推 進し、 地域 全体 で子ど もや 若者の 成長 と自

立を 支援 するこ とに ご ざいま す。 取組 の内容 につ いてで ござ いま

すが 、９ つの重 点施 策 を定め まし て、 子ども のラ イフス テー ジを

通じ た支 援の取 組や 、 ライフ ステ ージ に応じ た支 援の取 組、 子育

て支 援の 取組、 様々 な 環境に ある 子ど もへの 支援 の取組 を進 める

こと とし ており ます 。 また、 計画 の進 め方で ござ います が、 計画

を進 めて いく上 での 最 大の特 徴は 、子 どもや 若者 の意見 を尊 重す

るこ とに ありま して 、 子ども や若 者の 置かれ てい る環境 や意 向を

踏ま えな がら、 意見 表 明の機 会を 設け て施策 に反 映する こと とし



てお りま す。ま た、 本 計画の 推進 に当 たりま して は、子 ども の支

援に 携わ る事業 者や 学 校、関 係団 体、 地域住 民と の連携 と協 力が

不可 欠で ありま すこ と から、 計画 や施 策の周 知・ 啓発に 取り 組ん

でい ると ころで ござ い ます。 また 、計 画の活 用に ついて でご ざい

ます が、 庁内の 全部 署 で計画 を共 有い たしま して 、全て の事 務事

業で 子ど もへの 影響 を 考慮す る視 点を 持つと とも に、市 民や 事業

者、 学校 、企業 や関 係 団体と ビジ ョン を共有 する ことで 、社 会全

体で子どもや若者を応援する機運を醸成してまいります。

続 きま して、 企業 誘 致の進 め方 でご ざいま す。 若者の 地元 定着

を図 るた めに就 職先 の 選択肢 を広 げる ことも 重要 だと考 えて おり

まし て、 製造業 だけ で なく、 ＩＴ 企業 を含む オフ ィスワ ーク 系の

企業 など 、幅広 い分 野 の企業 にア プロ ーチを して いると ころ でご

ざい ます 。近年 の企 業 進出の 状況 につ いてで ござ います が、 米子

イン ター 周辺工 業用 地 の整備 以降 、６ 年間で 既進 出企業 の増 設を

含め まし て１７ 件の 実 績とな って おり ます。 また 、イン ド大 手の

スパ イス メーカ ーと の 交渉に つい てで ござい ます が、本 年１ 月１

５日 から １８日 の間 、 インド のシ ンタ イト・ イン ダスト リー 社の

社長 をは じめと する 幹 部の皆 様が 、本 市を含 む中 海・宍 道湖 ・大

山圏 域に 来られ まし て 、日本 にお ける 新工場 の建 設候補 地の 視察

を行 われ ました 。本 市 の候補 地で は、 私自身 も自 ら現地 の説 明を

行う など 、ＰＲ に努 め たとこ ろで ござ います 。今 後も中 海・ 宍道

湖・ 大山 圏域市 長会 と 連携を しな がら 、誘致 の実 現に取 り組 んで

まいります。

続 きま して、 移住 定 住対策 につ いて 、最初 に、 直近５ 年間 の本

市へ の移 住者数 につ い てのお 尋ね でご ざいま す。 令和２ 年度 が４



６３ 人、 令和３ 年度 が ５９１ 人、 令和 ４年度 が３ ６１人 、令 和５

年度 が５ ０４人 、令 和 ６年度 が５ ５８ 人とな って おりま して 、昨

年度 は前 年から １割 増 となる など 、増 加傾向 を維 持して いる とこ

ろで ござ います 。ま た 、若者 目線 によ る施策 につ いてで ござ いま

すが 、こ れまで 東京 や 関西圏 、山 陽圏 の２０ から ４０代 に向 けま

して 、Ｔ Ｖｅｒ によ る 移住Ｐ Ｒ動 画を 配信し まし たほか 、ユ ーチ

ュー ブや ＳＮＳ など 、 アクセ ス数 が多 い媒体 を活 用した 情報 発信

を行 って まいり まし た 。その 結果 、４ ０歳代 以下 の転入 者が 約７

０％ を占 めるな ど、 一 定の成 果は 出て いるも のと 考えて おり ます。

今後 につ きまし ては 、 関係人 口や 交流 人口に も着 目をし なが ら、

移住 や定 住を促 すた め の裾野 を拡 大し ていく こと が、若 者に 焦点

を当 てる 施策と して も 効果的 と考 えて おりま す。 そこで 、来 年度

から 、民 間企業 のプ ラ ットフ ォー ムを 活用し まし て二地 域居 住促

進に 向け たプロ モー シ ョンを 行い ます ほか、 国が 推進す るふ るさ

と住 民登 録制度 も活 用 しなが ら、 さら なる移 住定 住の促 進を 図っ

てまいります。

続 きま して、 空き 家 対策に つい ての お尋ね でご ざいま す。 最初

に、 本市 の空き 家状 況 につい てで ござ います が、 令和４ 年度 から

６年 度に かけま して 独 自に実 施し た空 き家の 実態 調査に おき まし

ては 、市 内に 4,２ ８ ９ 戸 の 空 き 家 を 確 認 し て お り ま す。 また 、第

２次 米子 市空家 等対 策 計画に 基づ く取 組につ いて のお尋 ねで ござ

いま すが 、計画 策定 後 に新た に行 って おりま す４ つの基 本方 針に

沿っ た取 組とし まし て は、１ つ目 の発 生抑制 です が、折 り込 みチ

ラシ の配 布など によ り まして 、意 識啓 発に取 り組 んでお りま す。

また 、２ つ目の 活用 促 進につ きま して は、空 家等 管理活 用支 援法



人を 指定 いたし まし て 、相談 体制 の強 化を図 り、 空き家 の活 用を

促し てい るほか 、財 産 管理制 度を 活用 して、 相続 人がい ない 空き

家の 流通 を図っ てお り ます。 また 、３ つ目の 適切 な管理 につ きま

して は、 管理不 全空 き 家など を認 定し まして 、所 有者に 対し 助言

を行 って おりま す。 ４ つ目の 除却 の促 進につ きま しては 、準 防火

地域 を対 象とし た老 朽 木造空 き家 の除 却補助 制度 を導入 した とこ

ろで ござ います 。ま た 、今後 の取 組方 針につ いて でござ いま すが、

高齢 者の みの世 帯が 増 加して おり ます ことか ら、 今後も 空き 家の

増加 が続 くと推 察さ れ ますの で、 空き 家の発 生抑 制の取 組が 重要

であ ると 認識し てお り ます。 その 上で 、状態 の悪 い空き 家の 増加

を防 ぐた めに、 早期 の 空き家 の流 通や 適切な 管理 の働き かけ をよ

り一層取り組んでいく必要があると考えております。

続 きま して、 スポ ー ツ施設 の改 修、 改築に つい てのお 尋ね でご

ざい ます 。最初 に、 米 子アリ ーナ の整 備状況 につ いてで ござ いま

すが 、昨 年６月 に米 子 アリー ナ新 築工 事に着 工い たしま して 、現

在工 事を 進めて いる と こでご ざい ます が、市 民体 育館の 解体 後に

実施 しま した地 盤調 査 の結果 、く いの 仕様を 変更 する必 要が 生じ

まし たこ とによ りま し て、工 期を ３か 月延長 する ことと なり まし

た。 その ことに より ま して、 竣工 予定 時期は 令和 ９年６ 月末 にな

りま すこ とから 、令 和 ９年９ 月頃 の開 業に向 けて 、引き 続き 整備

を進 めて まいり ます 。 また、 米子 アリ ーナ周 辺の 整備状 況と 、国

スポ 開催 のため の専 門 部署の 設置 につ いての お尋 ねでご ざい ます。

米子 アリ ーナ周 辺の 環 境整備 につ きま しては 、駐 車場の 拡充 や、

アリ ーナ までの 歩行 空 間の改 善、 東山 公園駅 のホ ームへ のア クセ

ス向 上に 取り組 むこ と として おり ます 。国民 スポ ーツ大 会で は、



本市 にお いて多 くの 競 技の開 催が 見込 まれま すこ とから 、大 会の

開催 に向 けまし て競 技 団体と 連携 をし て専門 部署 を設置 する など、

体制整備を図ってまいります。

続 きま して、 ワー ル ドマス ター ズゲ ームズ ２０ ２７関 西の 開催

に向 けた 本市の 取組 に ついて のお 尋ね でござ いま す。本 市に おき

まし ては 柔道競 技の 開 催がご ざい まし て、そ れに 当たり まし ては、

大会 運営 が円滑 にで き ますよ う、 競技 団体や 民間 団体の 協力 を得

なが ら準 備を進 めて ま いりま すと とも に、国 内外 からお 越し いた

だく 参加 者や関 係者 に 本市の 魅力 を知 ってい ただ くよう 、心 の籠

もったおもてなしを実施してまいります。

続 きま して、 老人 福 祉セン ター の在 り方に つい てのお 尋ね でご

ざい ます 。最初 に、 老 人福祉 セン ター の利用 状況 につい てで ござ

いま すが 、主に 健康 運 動教室 や文 化教 養活動 など に御利 用を いた

だい てお りまし て、 令 和６年 度の 利用 者の延 べ人 数は、 米子 市老

人福祉センターが１万 2,７７２人、弓浜地域老人福祉センターが 7,

３ ６ ８ 人 、 淀 江 老 人 福 祉 セ ン タ ー が 1,１ ７ ５ 人 で ご ざ い ま す 。 淀

江 老 人 福 祉 セ ン ター の 今後の 在り 方に ついて でご ざいま すが 、令

和４ 年３ 月に改 定し ま した個 別施 設計 画にお きま して、 大規 模な

改修 は行 わず、 施設 の 在り方 につ いて 検討す るこ ととし てお りま

して 、来 年度中 には 今 後の方 向性 を示 せるよ うに いたし たい と存

じます。

続 きま して、 ＪＲ 境 線を中 核と した 公共交 通ネ ットワ ーク 強化

研究 会に ついて でご ざ います 。令 和５ 年８月 に開 催され まし た米

子市 ・境 港市連 携懇 談 会にお きま して 、ＪＲ 境線 のさら なる 有効

活用 に向 けて、 両市 を 中心と する 継続 的な協 議の 場を設 ける こと



を提 案い たしま して 、 勉強会 を設 置し たこと がス タート でご ざい

ます 。そ の後、 本市 の よねぎ ーバ スや 境港市 のみ なとー るの 運行

開始 があ りまし て、 さ らには 、地 区計 画手法 によ る駅を 中心 とし

たま ちづ くりな どの 動 きが活 発化 して きたこ とを 踏まえ まし て、

新た に学 識経験 者や Ｊ Ｒ西日 本山 陰支 社、ま た鳥 取県を メン バー

に加 える 形で、 昨年 １ １月に 研究 会へ と発展 させ たもの でご ざい

ます 。こ の研究 会に つ きまし ては 、Ｊ Ｒ境線 と他 の公共 交通 機関

の接 続改 善など 、Ｊ Ｒ 境線の 利用 促進 を図っ てい くこと はも とよ

り、 沿線 エリア 全体 の 持続可 能な 公共 交通ネ ット ワーク の在 り方

など 、関 係者と とも に 協議を しな がら ＪＲ境 線を 中核と した 弓浜

半島 全体 の交通 ネッ ト ワーク 構想 を策 定する こと を目指 して おり

ます 。今 後につ きま し ては、 具体 的な 調査や 実証 事業を 行い なが

ら、 自動 運転な ど新 た な交通 モー ドの 導入可 能性 なども 含め まし

て、関係者と研究を深めていきたいと考えております。

続 きま して、 広域 的 な交通 基盤 の整 備促進 につ いてで ござ いま

す。 最初 に、米 子－ 境 港間高 規格 道路 の早期 事業 化につ いて のお

尋ね でご ざいま すが 、 現在、 計画 段階 評価に 入っ ており まし て、

国に よっ て３つ のル ー ト帯案 が示 され ており まし て、今 後、 １つ

の概 略ル ート帯 が示 さ れる予 定と なっ ており ます 。早期 の事 業化

につ きま しては 、本 市 と鳥取 県や 関係 自治体 など で構成 しま す期

成同 盟会 や鳥取 県西 部 地域振 興協 議会 などを 通じ まして 、計 画段

階評 価を 着実に 推進 し 、早期 事業 化に 向けて 、国 土交通 省や 財務

省、 地元 選出の 国会 議 員に対 して 度重 ねて要 請を してお りま して、

今後 も引 き続き 要望 活 動など に取 り組 んでま いり ます。 また 、ど

のル ート に決ま りま し ても本 市の 市街 地を通 るこ とにな りま すの



で、 よい 時期を 見定 め て、市 民へ の丁 寧な説 明を 行い、 道路 整備

と連動したまちづくりについて適切に検討してまいります。

中 国横 断自動 車道 岡 山米子 線の 全線 ４車線 化の 早期実 現に つい

てで ござ います が、 さ きに述 べま した 期成同 盟会 などで 全線 ４車

線化 の早 期実現 に向 け た要望 活動 など を実施 して おりま す。 令和

元年 ９月 に優先 整備 区 間に選 定さ れま して、 令和 ４年３ 月に は全

線が 事業 化とな りま し て、現 在の ４車 線化工 事が 実施さ れて いる

とこ ろで ござい ます 。 引き続 きま して 、全線 ４車 線化の 早期 完成

に向 けま して、 関係 機 関と一 体と なっ て事業 費の 必要額 の確 保に

向けて、国土交通省や財務省などへ要望してまいります。

伯 備新 幹線と 山陰 新 幹線の 整備 促進 につい ての お尋ね でご ざい

ます 。本 市が参 画し て おりま す中 国横 断新幹 線（ 伯備新 幹線 ）整

備推 進会 議と山 陰新 幹 線建設 促進 期成 同盟会 の両 推進組 織に おき

まし て、 法定調 査の 早 急な実 施や 次期 整備計 画路 線への 格上 げ、

また 並行 在来線 の経 営 分離方 針の 見直 しなど 、重 ねて国 への 要望

活動 を実 施して おり ま す。ま た、 昨年 度より 、ミ ニ新幹 線な どに

より ます 段階的 に整 備 を進め てい く手 法につ いて も、研 究を 進め

てい ると こでご ざい ま す。整 備財 源に つきま して も大き な課 題で

ござ いま すが、 国に お いて、 現在 、新 幹線の 整備 財源に 充当 され

るＪ Ｒへ の貸付 料の 増 額が検 討さ れて いる旨 、報 道もご ざい ます。

この よう な検討 状況 に も注視 をし なが ら、引 き続 き関係 自治 体と

とも に整 備財源 の確 保 を含め た新 幹線 整備に 向け ての国 への 働き

かけを強化してまいります。

米 子空 港の充 実に つ いてで ござ いま すが、 米子 空港の 利用 者数

は、 昨年 ４月か ら１ ２ 月まで の合 計で ５７万 5,３ ７ ０ 人 に 達 し て



おり まし て、前 年度 比 で１４ ％増 と、 好調に 推移 をして おり ます。

その うち 国内線 につ き まして は、 米子 －羽田 便の 利用者 数が ４８

万 1,５ ４ ０ 人 と 前 年 度 比 で ５ ％ 増 加 し て おり まし て、過 去最 多を

記録 して おりま す。 ま た、国 際線 につ きまし ては 、９万 3,８ ３ ０

人 と 前 年 度 比 で １ ０ ５ ％ 増 と 大き く増 加して おり ます。 これ は、

米子 －ソ ウル便 の利 用 者数が 前年 度比 で６２ ％増 加しま した ほか、

昨年 ５月 に米子 －台 北 便が就 航し たこ とによ るも のでご ざい ます。

近年 のイ ンバウ ンド 需 要の増 加に 伴い まして 、国 内にお ける 二次

交通 とし ての国 内航 空 路線の 需要 が高 まって おり まして 、こ れを

好機 と捉 えて、 各関 係 機関と も連 携を しなが ら、 さらな る利 用促

進と路線の充実を目指してまいります。

続 きま して、 郊外 型 の循環 バス の運 行状況 につ いてで ござ いま

す。 最初 に、よ ねぎ ー バスと みの りん バスの 今後 のスケ ジュ ール

につ いて でござ いま す が、弓 浜地 区で 運行し ます よねぎ ーバ スに

つき まし ては、 だん だ んバス と同 じ低 床バス 、ポ ンチョ ショ ート

タイ プで ござい ます が 、これ を２ 台使 用しま して 、４月 １日 から

左右 両回 りで本 格運 行 をスタ ート する 予定で ござ います 。ま た、

昨年 １０ 月から 実証 運 行を開 始い たし ました 箕蚊 屋地区 のみ のり

んバ スに つきま して は 、実証 運行 を来 年度も 継続 しまし て、 本格

運行 に向 けた検 証を 進 めてい くこ とと してお りま す。ま た、 南部

エリ アの バス運 行に つ いてで ござ いま すが、 駅南 エリア を含 む南

部地 区に おきま して は 、地元 から 巡回 バスの 運行 を求め る声 が届

いて いる ことに 加え ま して、 令和 ９年 の米子 アリ ーナの 供用 開始

など 、新 たな人 の流 れ が創出 され る可 能性も 高ま ってい ると ころ

でご ざい ます。 そこ で 、南部 地区 にお きまし ても コミュ ニテ ィバ



スの 導入 に向け た具 体 的な検 討を 進め ていく こと として おり まし

て、 今議 会で実 証運 行 に必要 とな る予 算案を 提案 してい ると ころ

でございます。

ま た、 慢性的 なド ラ イバー 不足 につ いての お尋 ねでご ざい ます

が、 自動 運転バ スを 導 入した 経緯 と今 後の活 用計 画につ いて でご

ざい ます 。自動 運転 バ スの導 入に つき まして は、 バス事 業者 の運

転手 不足 に係る 状況 改 善や交 通事 故の 減少な ど、 公共交 通を めぐ

る環 境改 善に大 きく 寄 与する もの と考 えてお りま す。そ こで 、市

内に おけ るレベ ル４ に よる自 動運 転バ スの実 用化 に向け まし て、

国の 重点 支援を 受け な がら、 今年 度は 米子駅 －鳥 取大学 医学 部附

属病 院間 で、ま ずは レ ベル２ によ る実 証運行 を行 ったと ころ でご

ざい ます 。本市 とし ま しては 、自 動運 転バス の広 がりの ある 実用

化を 目指 してお りま し て、今 年度 の実 証運行 の結 果を踏 まえ まし

て、 今後 、町な かや 郊 外のコ ミュ ニテ ィバス 、さ らには 路線 バス

のう ち乗 車密度 が高 い 路線へ の段 階的 な展開 を図 ってい きた いと

考えております。

ま た、 モーダ ルシ フ トへの 取組 につ いての お尋 ねでご ざい ます。

鉄道 輸送 だけで なく 海 上輸送 も含 めま して、 モー ダルシ フト への

支援 メニ ューと いた し まして は、 鳥取 県モー ダル シフト トラ イア

ル補 助金 がござ いま す 。また 、国 のほ うでも 、ド ライバ ーの 負担

軽減 につ なげる ため に 、貨物 の中 継拠 点整備 を支 援する 方針 であ

ると 承知 してお りま す 。いず れも トラ ックド ライ バーの 確保 や待

遇改 善に 寄与す るも の でござ いま すの で、こ うし た制度 を地 元物

流業 者に 周知を し、 ま た本市 の地 の利 を生か した 企業誘 致に もつ

なげてまいります。



続 きま して、 橋梁 の 在り方 につ いて のお尋 ねで ござい ます 。最

初に 、現 在の米 子市 の 橋梁の 状況 につ いてで ござ います が、 令和

５年 ３月 に改定 しま し た計画 につ きま しては 、直 近の定 期点 検の

結果 を踏 まえて 内容 の 更新を 行っ てお りまし て、 この計 画に 基づ

いて 事業 を実施 して お ります 。事 業費 の節減 や安 全性の 向上 、対

策費 用及 び予算 の平 準 化につ いて のお 尋ねで ござ います が、 定期

点検 で状 況を把 握い た しまし て、 予防 保全型 の修 繕を計 画的 に実

施す るこ とによ って 、 事業費 の節 減、 安全性 の向 上を図 って おり

ます 。ま た、日 野橋 の ような 長大 な橋 の修繕 を除 きまし て、 基本

的に は対 策費用 の集 中 化を避 ける ため に、修 繕時 期の調 整を 図っ

て予 算の 平準化 を行 っ ており ます 。ま た、集 約化 と撤去 の状 況に

つい てで ござい ます が 、市道 日原 兼久 線安養 寺橋 歩道橋 につ きま

して は、 機能が 既に 下 流の国 道１ ８１ 号安養 寺橋 の歩道 へ集 約さ

れておりますことから、撤去に向けての検討を行っております。

続 きま して、 湊山 公 園の整 備に つい てでご ざい ますが 、湊 山公

園の 整備 と共創 施設 の 整備と を同 時に 公表す るに 至った 経緯 につ

いて のお 尋ねで ござ い ます。 鳥大 病院 の再整 備に つきま して は、

昨年 ４月 に鳥取 大学 か ら再整 備基 本構 想が公 表さ れまし て、 新病

院周 辺を ホスピ タル パ ークと して 整備 する考 えが 示され たと ころ

でご ざい ます。 その ホ スピタ ルパ ーク の実現 に向 けて大 切な 取組

が、 湊山 公園の リニ ュ ーアル と、 児童 文化セ ンタ ーと鳥 取大 学医

学部 体育 館との 共創 施 設整備 であ ると 考えて おり ます。 いず れの

整備 状況 につき まし て も、病 院再 整備 に伴い まし て、来 年度 から

本格 的な 設計や 検討 に 入るこ とに なり ますた め、 鳥取大 学と 協議

を行 い、 調整を 図っ た 上で、 この たび 、両案 件を 同時公 表し たも



ので ござ います 。ホ ス ピタル パー ク構 想の進 捗状 況と合 意事 項に

つい てで ござい ます が 、湊山 公園 のリ ニュー アル につき まし ては、

鳥大 病院 の再整 備に 係 る基本 構想 に示 されま した 再整備 のス ケジ

ュー ルを 踏まえ まし て 、今後 、公 園用 地を大 学側 に提供 する こと

と併 せま して、 リニ ュ ーアル する 湊山 公園と 一体 性を持 った 魅力

的な エリ アにし てい く よう、 調整 を図 ってお りま す。ま た、 鳥取

大学 から 提案が あり ま した児 童文 化セ ンター と鳥 取大学 医学 部の

体育 館と の共創 施設 整 備につ きま して も、今 後、 具体的 な協 議と

検討 を進 めてい くこ と として おり ます 。また 、湊 山公園 の将 来像

につ いて でござ いま す が、湊 山公 園周 辺につ きま しては 、米 子港

や中 海、 米子城 跡な ど 、優れ た自 然景 観や歴 史資 源に恵 まれ たエ

リア であ ること に加 え まして 、来 年度 には中 海憩 いのテ ラス や米

子城 跡三 の丸広 場も 完 成いた しま す。 このた め、 病院の 再整 備と

併せ まし て、湊 山公 園 と新病 院周 辺に 一体性 を持 たせな がら 、新

たに 市民 の憩い の場 と して形 成し てい くなど 、湊 山公園 の魅 力を

一層高めていきたいと考えております。

続 きま して、 町家 の 保存活 用と 推進 に係る 各施 策の現 状に つい

ての お尋 ねでご ざい ま す。城 下町 の歴 史的建 造物 につき まし ては、

これ まで 市民な どか ら いただ いた 情報 を基に 、国 の登録 有形 文化

財に 結び ついた 実績 は ござい ます が、 所有者 が居 住して いる 建造

物な ども ありま すこ と から、 活用 につ いての 課題 がある と認 識は

して おり ます。 引き 続 き、民 間団 体や 文化財 所有 者から の意 見を

伺い なが ら、活 用策 を 探って まい りま す。ま た、 町家の 改修 費の

補助 につ きまし ては 、 民間団 体で 、若 者の居 場所 やゲス トハ ウス

の視 点で リノベ ーシ ョ ンを検 討さ れる 動きも ござ います ので 、随



時御 相談 に応じ なが ら 、必要 な支 援を 行って まい ります 。ま た、

町家 の新 たな活 用方 法 につき まし ては 、現在 、複 数の事 業者 で観

光、 宿泊 をテー マに 空 き家活 用の 可能 性を探 る動 きがあ ると 承知

して おり ます。 この よ うな動 きと も連 携をし なが ら、本 市と しま

して は、 既存活 用モ デ ルを生 かし た城 下町エ リア におけ る周 遊性

と滞 在性 の向上 、空 き 町家を 活用 した 新たな にぎ わい形 成な どの

視点で取り組んでまいります。

続 きま して、 朝日 町 周辺エ リア の活 性化に つい てのお 尋ね でご

ざい ます 。昨年 から 朝 日町通 り商 店会 と意見 交換 を重ね てお りま

して 、再 生可能 エネ ル ギーな どの 利活 用によ る地 域のに ぎわ い創

出と 、災 害に強 い安 全 ・安心 なま ちづ くりを 一体 的に推 進す る事

業計 画を 取りま とめ ま して、 本年 ２月 に国の 補助 事業へ 応募 申請

を行ったところでございます。

続 きま して、 がい な 祭に対 する 本市 の今後 の支 援や関 わり につ

いて のお 尋ねで ござ い ます。 米子 がい な祭は 、任 意団体 であ りま

す米 子が いな祭 振興 会 の主催 で開 催を されて きま した。 市は 、こ

れま でも 祭りが 市民 に とって より よい ものと なり ますよ う運 営の

サポ ート を行っ てき て おりま して 、今 後も引 き続 き、祭 りが 市民

の皆 様の 笑顔あ ふれ る 場とな るよ う支 援に努 めて まいり ます 。現

在、 新た な企画 運営 組 織の構 築と 、今 年の祭 りの 内容を 検討 する

ため 、祭 りを支 える 関 係団体 の代 表者 や長年 運営 に携わ って きた

米子 青年 会議所 のＯ Ｂ 、さら には 関係 者も含 めて 、鋭意 協議 を重

ねて いる 段階で ござ い ます。 今年 の祭 りの規 模や 内容に つき まし

ては 、決 まり次 第、 市 民の皆 様に 御報 告でき るよ う準備 して いる

ところでございます。



続 きま して、 米子 城 跡の魅 力の 発信 と整備 の着 地点に つい てで

ござ いま す。こ れま で ダイヤ モン ド大 山や中 海オ レンジ ロー ドな

どの 絶景 を様々 な媒 体 を活用 しま して 全国に 向け て情報 発信 する

こと で、 認知度 向上 と 誘客促 進を 図っ てまい りま した。 最近 では、

新た な魅 力とし て鯛 石 も見い ださ れま して、 機会 を捉え てＰ Ｒを

実施 して いると ころ で ござい ます 。ま た、今 後に つきま して は、

絶景 とい う魅力 に加 え まして 、壮 大な 規模を 誇る 石垣群 や、 かつ

て五 重と 四重の ２層 の 天守が 並び 立っ た歴史 的な 背景、 また 米子

城に まつ わる人 物な ど を前面 に押 し出 した情 報発 信を強 化い たし

まし て、 より幅 広い 層 への訴 求力 を高 めてま いり ます。 また 、米

子城 跡の 整備に つき ま しては 、整 備基 本計画 に基 づきま して 、三

の丸 広場 の完成 後は 深 浦、出 山の 追加 指定の ほか 、登城 路や 二の

丸、 内膳 丸、本 丸な ど の整備 に順 次取 り組む こと として おり ます。

続 きま して、 文化 芸 術活動 の推 進に ついて のお 尋ねで ござ いま

す。 中心 市街地 の空 き 家を活 用し た市 民が気 軽に 作品を 発表 でき

る場 につ いてで ござ い ますが 、中 心市 街地の 空き 家の活 用に つき

まし ては 、空き 家の 所 有者と の合 意形 成をは じめ 、展示 施設 とし

て利 用す るため の修 繕 費用な ど、 幾つ かの課 題が ござい ます 。し

たが いま して、 まず は 市立図 書館 の多 目的ス ペー スの活 用、 文化

施設 のロ ビーな ど、 既 存の公 共施 設の 有効活 用が 図られ るよ う、

周知に努めてまいります。

続 きま して、 地域 防 災力の 充実 強化 につい てで ござい ます 。結

成率 につ いて、 自主 防 災組織 につ きま しては ８ 6.３ ％ で 、 連 合 組

織 に つ い て は ５ 8.６ ％ に 達 し て お り ま し て 、 カ バ ー 率 は ９割 を超

えて おり ます。 防災 力 向上の ため の活 動につ いて でござ いま すが、



これ は地 域によ り様 々 でござ いま して 、近年 は大 篠津地 区で の防

災フ ェス ティバ ルや 県 地区で の子 ども 会と連 携を した防 災ま ち歩

きな ど、 経験や 行動 を 通じた 実践 的な 防災学 習が 増えて おり ます。

また 、自 主防災 連合 組 織につ いて でご ざいま すが 、これ は単 独で

は活 動が 困難な 組織 の 支援や 広域 的な 啓発活 動を 行うこ とを 目的

に結 成さ れたも ので ご ざいま して 、本 市にお いて は、補 助金 によ

る財 政的 支援に 加え ま して、 訓練 支援 や講師 派遣 などの 人的 支援

も行っておりまして、地域防災力の強化を図っております。

防 災ラ ジオに つい て でござ いま すが 、令和 ２年 度から 配付 を始

めて おり まして 、能 登 半島地 震以 降、 災害へ の備 えとし て需 要が

増え たこ ともご ざい ま して、 先月 末ま でに約 4,３ ０ ０ 台 の 配 付 を

行 い ま し た 。 防 災 ラ ジ オは、 災害 情報 を入手 する ための 重要 な手

段の 一つ であり ます の で、引 き続 き有 用性の 周知 や活用 の促 進を

図ってまいります。

続 きま して、 淀江 エ リアの 歴史 や地 域資源 の活 用につ いて のお

尋ね でご ざいま す。 ま ずは、 最初 に伯 耆古代 の丘 エリア の魅 力発

信で ござ います が、 エ リア内 の各 施設 におき まし ては、 それ ぞれ

の特 性を 生かし た様 々 な取組 を行 って おりま して 、相互 に連 携し

たイ ベン トの開 催や 広 報を行 って おり ます。 その 手法と しま して

は、 広報 よなご やホ ー ムペー ジに 加え まして 、淀 江振興 課が 管理

して いる フェイ スブ ッ クやイ ンス タグ ラムを 活用 して、 幅広 い情

報発信に努めております。

上 淀白 鳳の丘 展示 館 を含め た展 示施 設の展 示方 法につ いて でご

ざい ます が、本 市に は 歴史関 係の 展示 施設が ４施 設ござ いま すが、

上淀 白鳳 の丘展 示館 に おきま して は上 淀廃寺 跡の 出土品 の展 示な



ど、 それ ぞれの 施設 が 固有の テー マに 基づき 、特 色ある 展示 を行

って おり ます。 今後 に つきま して は、 各施設 の設 置目的 や特 徴を

生か しつ つ、議 員御 紹 介の視 点も 踏ま えまし て、 本市の 歴史 の流

れを 来館 者に分 かり や すくお 伝え でき るよう 、指 定管理 者と 連携

をしながら、展示手法の工夫や内容の充実に努めてまいります。

ま た、 東大人 文・ 淀 江プロ ジェ クト につい てで ござい ます が、

東京 大学 文学部 によ り ます本 プロ ジェ クトは 、淀 江地区 の考 古学

的価 値を 研究す るこ と を目的 とし まし て、令 和４ 年度か ら５ か年

の計 画と して始 まり 、 本市は 令和 ６年 度から ８年 度まで 支援 する

こと とし ており ます 。 今後の 展開 につ いてで ござ います が、 本プ

ロジ ェク トの最 終年 度 に当た りま す令 和８年 度に つきま して は、

これ まで の研究 活動 を 総括す るシ ンポ ジウム の開 催や動 画の 作成

も予 定し ており ます 。 また、 令和 ９年 度以降 につ きまし ては 、本

プロ ジェ クトの 在り 方 も含め まし て、 今後、 東京 大学と の協 議を

進めてまいりたいと考えております。

続 きま して、 美保 地 区まち づく り構 想のビ ジョ ンにつ いて のお

尋ね でご ざいま す。 義 務教育 学校 の開 校を契 機と しまし た美 保地

区の まち づくり を推 進 したい と考 えて おりま して 、地域 の皆 様と

とも にそ の話合 いを 重 ねてま いり まし た。そ の際 に、廃 校跡 地の

利活 用や 土地利 用規 制 緩和に より ます 民間開 発の 誘導、 また 生産

基盤 整備 による 農業 振 興、さ らに は地 域公共 交通 の強化 やコ ミュ

ニテ ィ活 動の活 性化 な どの点 で御 意見 や御提 案を いただ いた とこ

ろで ござ いまし て、 現 在、施 策の 検討 を進め てい るとこ でご ざい

ます 。今 後とも 自治 会 関係者 をは じめ とする 地域 の皆さ んと 話合

いを 重ね ながら 、来 年 度中に は美 保地 区まち づく り構想 とし て取



りま とめ ますと とも に 、必要 な事 業に つきま して は随時 事業 化を

検討してまいります。

廃 校と なる予 定の ４ 校の跡 地利 用に ついて でご ざいま すが 、義

務教 育学 校の開 校に 伴 って閉 校す る４ 校の土 地と 建物に つき まし

ては 、地 域の活 性化 や 市有財 産の 有効 活用の 観点 から、 民間 資金

によ る再 開発を 促す こ とを最 優先 とし て考え てお ります 。一 方で、

地元 アン ケート では 、 子育て や防 災な どの機 能を 備えた 公園 整備

を求 める 声も寄 せら れ ており ます ので 、例え ば民 間活用 の意 向が

示さ れな い跡地 につ き まして は、 その 利活用 策と して、 公園 整備

を検討したいと考えております。

続 きま して、 ヌカ カ 対策に つい ての お尋ね でご ざいま す。 これ

まで の事 業の総 括と 次 年度以 降の 事業 計画へ の反 映につ いて でご

ざい ます が、令 和４ 年 度より ヌカ カ発 生抑制 対策 事業を 本格 実施

して おり まして 、来 年 度に５ 年間 の総 括と次 年度 以降の 事業 計画

の見 直し を行う 予定 で ござい ます 。総 括に当 たり まして は、 対策

の対 象地 域にお ける 全 自治会 を対 象と したア ンケ ート調 査を 行い

まし て、 事業効 果と 今 後の方 向性 を検 証し、 その 結果を 次年 度以

降の事業の在り方に反映させる予定でございます。

ラ ジコ ン草刈 り機 の 導入に つい ての お尋ね でご ざいま すが 、ヌ

カカ 発生 抑制に おき ま しては 、石 灰散 布に加 えま して除 草を 行う

こと は効 果的で ござ い ますが 、自 治会 の皆様 にと りまし て負 担増

とも なり ますの で、 そ の対策 とし て、 昨年度 から ラジコ ン草 刈り

機の 実証 実験を 行っ て いると ころ でご ざいま す。 これに つき まし

ては 、令 和９年 度以 降 の事業 の見 直し の中で 技術 面や安 全性 、経

済面 など の検証 を行 い まして 、導 入の 可能性 につ いて検 討を して



まいります。

ま た、 健康被 害を 軽 減する 予防 策の 研究に つい てでご ざい ます

が、 現在 、ヌカ カの 被 害予防 の効 果的 な知見 を継 続的に 収集 、整

理し てお りまし て、 有 効な予 防策 につ きまし ては 、市の ホー ムペ

ージ や広 報よな ご、 ユ ーチュ ーブ 、チ ラシの 回覧 などに より 、周

知や啓発を行ってまいります。

続 きま して、 次世 代 につな ぐ農 業の 推進に つい てでご ざい ます。

どの よう な事業 支援 を 展開す るか でご ざいま すが 、農業 を次 世代

につ なげ ていく ため に 担い手 の確 保や 育成が 重要 でござ いま すの

で、 新た な担い 手を 掘 り起こ すた めに 、就農 相談 会への 参加 や収

穫体 験会 の開催 、ま た ＳＮＳ 広告 を活 用して 人材 確保に 努め てま

いり ます 。また 、関 係 機関と 連携 をし まして 、人 材育成 のサ ポー

ト体 制を 構築し まし て 、包括 的な 支援 に取り 組ん でまい りま す。

その ほか 、本市 の実 情 に即し た効 果的 な取組 を実 施して まい りま

す。

ま た、 スマー ト農 業 の推進 や支 援に ついて でご ざいま すが 、こ

れま でに 自動操 舵シ ス テムや ドロ ーン などの スマ ート農 機の 導入

支援 を行 いまし た結 果 、作業 の効 率化 や規模 の拡 大に効 果が ござ

いま した 。今後 につ き まして は、 スマ ート農 業の 効果を 上げ るた

めの 圃場 整備を 必要 に 応じて 実施 をい たしま すと ともに 、よ り多

くの 担い 手にス マー ト 農機が 普及 する よう、 引き 続き支 援に 取り

組んでまいります。

荒 廃農 地対策 につ い てでご ざい ます が、今 後の 対策に つい て、

これ まで 富益地 区や 皆 生地区 、ま た淀 江地区 での 圃場整 備や スー

パー 白ね ぎ団地 構想 な どの基 盤整 備事 業を行 って きてお りま して、



耕作 放棄 地の再 生利 用 への補 助金 の交 付や地 域計 画の策 定、 農地

の集 積、 集約化 とい っ た対策 を講 じて まいり まし た。今 後に つき

まし ても 、こう した 農 業基盤 の再 生を 進める こと と併せ まし て、

農業 従事 者の高 齢化 と 後継者 不足 の対 策のた めに も、ア グリ スタ

ート 研修 やねぎ の学 校 などの 活用 を通 じまし て、 新たな 担い 手の

確保に努めてまいります。

ま た、 脱炭素 先行 地 域づく り事 業に よる耕 作放 棄地面 積の 減少

の程 度に ついて でご ざ います が、 令和 ８年度 まで に８メ ガワ ット

の太 陽光 発電設 備を 設 置する 予定 とし ており まし て、約 ８ヘ クタ

ールの減少を見込んでおります。

ま た、 令和８ 年度 以 降の計 画に つい てのお 尋ね でござ いま すが、

現在 、早 生ヤナ ギを 試 験栽培 して いる 場所に 種類 の異な る柳 を試

験植 栽す ること とし て おりま す。 さら に、条 件の 異なる 場所 でも

試験植栽をしていきたいと考えております。

続 きま して、 認知 症 につい ての お尋 ねでご ざい ますが 、最 初に、

認知 症の 方やそ の家 族 への対 応状 況に ついて でご ざいま す。 認知

症の 本人 やその 家族 へ の支援 とい たし まして は、 認知症 あん しん

ガイ ドの 配布や 認知 症 カフェ の運 営な ど、様 々な 取組を 行っ てお

りま す。 さらに 、共 生 社会の 実現 に向 けた施 策の 検討を 進め るた

め、 本市 主催の 会議 な どに当 事者 やそ の御家 族に 御参加 をい ただ

いて おり ます。 また 、 正しい 理解 の広 め方で ござ います が、 国が

示し ます 新しい 認知 症 観を踏 まえ た認 知症サ ポー ター養 成講 座な

どに より まして 、市 民 に対し て啓 発を してい ると こでご ざい ます

が、 今年 度はよ り幅 広 い層に 理解 を広 めてい くた め、金 融機 関で

働く 方々 を対象 とし た 認知症 サポ ータ ー養成 講座 にも取 り組 んだ



とこ ろで ござい ます 。 今後と も継 続し て民間 事業 者など に対 する

啓発にも取り組んでまいります。

続 きま して、 介護 予 防とフ レイ ル対 策の推 進に ついて 、米 子市

フレ イル 対策推 進指 針 の策定 から 改定 までの 取組 とその 実績 、ま

た改 定し た指針 の狙 い につい ての お尋 ねでご ざい ます。 本市 にお

きま して は、令 和３ 年 に策定 をい たし ました 実行 指針に 従い まし

て、 市内 ３か所 にフ レ イル対 策拠 点を 整備し て、 運動教 室の リモ

ート 配信 など、 身近 な 場所で 気軽 に取 り組め る環 境整備 を行 って

まい りま した。 また 、 フレイ ル予 防ア プリを 開発 しまし て、 全市

的に フレ イル度 チェ ッ クから 予防 実践 までを 民間 事業者 の協 力を

得な がら 一体的 に実 施 してき たと ころ でござ いま す。こ のよ うな

継続 的な 取組に より ま して、 チェ ック を行っ た結 果とし まし ては、

年々 良化 をして おり ま して、 予防 実践 教室へ の参 加の前 後で は約

６割 以上 の方が 状態 の 維持な いし は改 善傾向 にあ るなど 、目 に見

えた 成果 が見ら れて お ります 。こ のた びの指 針改 定につ きま して

は、 これ までの 事業 を 通じて 得ら れた データ や新 たな課 題を 踏ま

えま して 、フレ イル 対 策の今 後の 方向 性や目 指す べき目 標を 示し

たも ので ござい ます 。 今後に つき まし ては、 栄養 や口腔 面か らの

アプ ロー チや働 く世 代 への啓 発な どを 積極的 に行 いまし て、 フレ

イル予防の習慣化につなげてまいります。

私からは以上でございます。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長（ 登壇 ） 会派 蒼生 会、 門脇議 員の 代表質 問の 教育

委員会所管の部分につきましてお答え申し上げます。

ま ず、 義務教 育学 校 の設置 の経 緯に ついて でご ざいま すが 、全



国的 な少 子化が 進む 中 、美保 中学 校区 におい て児 童生徒 数が 年々

減少 して いく傾 向に ご ざいま して 、一 部の小 学校 では複 式学 級が

予見 され ました 。こ の ような 状況 の中 、令和 ３年 に校区 審議 会を

設置 し、 子ども たち に とって どの よう な教育 環境 が最も よい のか

とい う点 から慎 重に 審 議が行 われ 、９ 年制の 義務 教育学 校を 設置

すべ きと いう答 申を い ただき まし た。 この答 申を 受けま して 、同

年の １０ 月に義 務教 育 学校を 設置 する 方針を 教育 委員会 で決 定し

たところでございます。

次 に、 教育目 標や 施 設の整 備方 針に ついて でご ざいま すが 、教

育目 標は 本来校 長が 決 定する もの でご ざいま すが 、開校 まで は校

長が いな いため 、現 時 点では 「ふ るさ と美保 を愛 し 互 いに つな

がり 学び あい 未来 を 切り拓 く グロ ーバル 人材 の育成 」と して

おり ます 。この 教育 目 標を達 成す るた めに、 学校 施設全 体が 学び

の場 とな るよう 整備 を 進めて いる とこ ろでご ざい ます。 今後 のス

ケジ ュー ルにつ きま し ては、 まず ハー ド面で は、 令和８ 年度 も引

き続 き造 成工事 や建 築 実施設 計を 行い まして 、そ の後、 建築 工事

に進 んで いく予 定と し ており ます 。ま た、ソ フト 面では 、来 年度、

校名 候補 の公募 や選 定 を行う とと もに 、教育 課程 や通学 路等 の検

討を 行っ ていき ます 。 現在、 ハー ド面 、ソフ ト面 とも順 調に 進ん

でお りま して、 今後 も 子ども たち にと ってよ い教 育環境 とな るよ

う、 まず は令和 １３ 年 ４月の 開校 目標 に向け て、 鋭意事 業に 取り

組んでいくこととしております。

次 に、 小中学 校の 校 長会か ら要 望が 出てお りま した特 別教 室と

体育 館へ のエア コン の 設置、 そし て、 安心・ 安全 な学校 生活 に向

けた 施設 整備の 充実 へ の対応 につ いて でござ いま す。一 部で 空調



が未 整備 となっ てお り ます特 別教 室に つきま して は、令 和８ 年度

から １０ 年度を めど に 整備を 進め る計 画とし てお ります 。ま た、

体育 館に つきま して は 、順次 改修 や改 築を伴 う空 調整備 を進 めま

すと とも に、固 定式 空 調が整 備さ れま すまで の当 面の対 応と しま

して は、 全校に スポ ッ トクー ラー を３ 年程度 で導 入する 方針 でご

ざい ます 。あわ せま し て、学 校の 安全 対策を さら に強化 する ため、

令和 ８年 度に小 学校 へ の防犯 カメ ラの 増設を 行う 予定で ござ いま

す。 こう した対 応を 行 いなが ら、 安全 ・安心 な教 育環境 のさ らな

る充実を図っていきたいと考えております。

次 に、 米子市 学校 施 設の長 寿命 化計 画の見 直し につい ての お尋

ねで ござ います 。計 画 策定時 にお きま しては 、お おむね 計画 の中

間年 で見 直しを 行う こ ととし てお りま したが 、空 調整備 と一 体と

なっ た体 育館の 改修 や 改築の 方針 を策 定した 上で 見直し を行 う必

要が ござ いまし たこ と から、 現時 点で は既存 の計 画を踏 襲し てい

る状態でございます。

次 に、 小中学 校に お ける外 国語 教育 につい てで ござい ます 。ま

ず、 取組 状況と 成果 に つきま して は、 本市で は、 これま で年 次的

にＡ ＬＴ を増員 した り 、積極 的に 県の 事業を 活用 したり する など

しま して 、外国 語教 育 の充実 に努 めて きたと ころ でござ いま す。

まず 、Ａ ＬＴを 増員 し たこと によ りま して、 小学 校低学 年か ら外

国語 によ る交流 活動 が 実施で きる よう になっ たり 、全て のＡ ＬＴ

を１ 校に 集めま して 対 話活動 を行 うＥ ｎｇｌ ｉｓ ｈ Ｐ ａｒ ｋ、

こう いっ たもの の実 施 回数を 増や した りする こと ができ るよ うに

なっ てき ました 。さ ら に、今 年度 は、 県の事 業で はござ いま すが

市内 中学 校１校 をモ デ ル校と しま して 生成Ａ Ｉを 授業に 取り 入れ



たと ころ 、英会 話や 英 作文な どの 言語 活動が これ までよ りさ らに

充実 した という ふう に 聞いて おり ます 。これ らの 取組に より まし

て、 本市 は近年 、全 国 学力・ 学習 状況 調査や 県が 実施さ れま す英

検Ｉ ＢＡ におき まし て 、おお むね 県平 均を上 回る 状況が 続い てお

ります。

次 に、 生徒を 海外 へ 派遣し 、国 際交 流の経 験を 積ませ るこ とに

つき まし ては、 議員 が おっし ゃる よう に、国 際理 解を深 めた り、

自分 の将 来につ いて 考 えたり 、ふ るさ と米子 のよ さを改 めて 感じ

たり する 貴重な 機会 に なると いう ふう に考え てお ります 。そ うし

たこ とか ら、令 和８ 年 度には 中学 生を 英語圏 へ派 遣する 事業 を現

在計画しているところでございます。

次 に、 部活動 改革 の 背景と 目的 につ いてで ござ います 。部 活動

改革 の背 景とし まし て は、少 子化 の進 行によ りま して、 学校 単位

での 部活 動運営 が難 し くなっ てい るこ とです とか 、子ど もの ニー

ズの 多様 化への 対応 が 求めら れて いる ことな どが あると 認識 をし

てお りま す。ま た、 結 果とし て、 教職 員の負 担軽 減にも つな がる

ため 、働 き方改 革の 観 点から も、 持続 可能な 体制 への転 換が 求め

られ てい るとこ ろで ご ざいま す。 こう した状 況を 踏まえ まし て、

本市 とし まして は、 こ れまで 部活 動が 担って きま した教 育的 意義

と、 そう いった もの を 継承し つつ 、生 徒のス ポー ツ・文 化活 動の

機会 を確 保、充 実さ せ ること を目 的と しまし て、 部活動 の改 革を

進めているところでございます。

次 に、 部活動 改革 に 係るこ れま での 取組と 課題 、また 本市 の方

針に つい てでご ざい ま すが、 本市 では 、これ まで 米子市 版部 活動

の在 り方 協議会 を定 期 的に開 催し まし て、様 々な 立場の 方の 意見



を参 考に しなが ら取 組 を進め てき まし た。主 なも のとし まし ては、

令和 ６年 ２月に 人材 バ ンクを 立ち 上げ 、部活 動指 導員を 増員 させ

たり 、令 和６年 ９月 か らは合 同部 活動 を充実 させ る体制 整備 を行

った りし ながら 、学 校 部活動 の地 域連 携を推 進し てきた とこ ろで

ござ いま す。ま た、 モ デル事 業を 行い まして 、地 域展開 に向 けた

ノウ ハウ の構築 を図 っ たり、 種目 別の 検討会 を通 して今 後の 取組

の方 向性 につい て現 場 の教員 とも 協議 したり して おりま す。 課題

とし まし ては、 保護 者 の経済 的負 担の 増加や 生徒 の活動 場所 の確

保や 移動 、さら には 指 導者の 確保 や育 成など がご ざいま す。 こう

した 状況 を踏ま えま し て、本 市で は、 必要な 財源 措置の 充実 につ

いて 国や 県に対 して 要 望を行 った り、 関係課 によ る庁内 会議 を実

施し 、施 設利用 の調 整 あるい は連 携体 制の構 築、 こうい った もの

を図 って きたり して お ります 。さ らに 、人材 バン クの募 集チ ラシ

を配 布す るなど 、人 材 確保に 努め ると ともに 、市 主催の 研修 会を

開催 しま して、 指導 力 の向上 と質 の確 保に努 めて いると ころ でご

ざい ます 。その 上、 国 が令和 ７年 １２ 月に示 した ガイド ライ ンに

従い まし て、令 和８ 年 度から 段階 的に 休日の 学校 部活動 の地 域展

開を 進め 、遅く とも 令 和１３ 年度 の夏 までに 完全 実施す るこ とを

目標に取組を進めているところでございます。

次 に、 米子市 地域 ク ラブ活 動に つい てでご ざい ます。 学校 部活

動の 地域 展開を 進め る に当た りま して 、地域 全体 で生徒 の活 動機

会を 支え る体制 づく り を目指 すた め、 本市独 自の 公認制 度の 構築

に向 けて 協議を 進め て いると こで ござ います 。そ の具体 とし まし

て、 令和 ８年度 から 米 子市が 認定 する 公認ク ラブ 、米子 市地 域ク

ラブ 活動 を立ち 上げ る 予定と して おり ます。 そこ への参 加を 希望



する 生徒 は、学 校の 枠 を超え て活 動す ること とな ります 。当 面は、

平日 は学 校部活 動、 休 日は地 域ク ラブ という 形を 取りな がら 、段

階的 に移 行して いく こ とを想 定し てお ります 。以 上でご ざい ます。

○岡田議長 下関上下水道局長。

○下 関上 下水道 局長 （ 登壇） 会 派蒼 生会、 門脇 議員の 代表 質問

に対 しま して、 上下 水 道局所 管の 部分 につい てお 答えい たし ます。

生 活排 水対策 の推 進 につい ての お尋 ねでご ざい ますが 、ま ず、

合併 処理 浄化槽 への 切 替え状 況に つき まして は、 設置補 助金 の交

付実 績ベ ースで お答 え します と、 令和 元年度 ９０ 基、令 和２ 年度

８８ 基、 令和３ 年度 ９ ７基、 令和 ４年 度８５ 基、 令和５ 年度 ８９

基、 令和 ６年度 ８５ 基 、令和 ７年 度、 １月末 現在 でござ いま すけ

れど も、 ７６基 でご ざ います 。ま た、 普及促 進の 周知に つき まし

ては 、保 守点検 業者 な どによ る周 知や 日常利 用施 設、店 舗に おけ

るポ スタ ーの配 架な ど のほか 、若 い世 帯を対 象と いたし まし た夜

間訪 問な どを行 い、 普 及促進 を図 って いると ころ でござ いま す。

適正 管理 の周知 につ き まして は、 補助 金を活 用し て設置 され た方

への 直接 指導や 各種 広 報の専 任の 指導 員によ る周 知、指 導を 行っ

てお りま して、 今後 は これま での 取組 を継続 しつ つ、新 たに 開始

する 維持 管理費 補助 制 度を活 用し て、 適正管 理の 周知及 び促 進を

一層図ってまいりたいと考えております。

次 に、 合併処 理浄 化 槽への 補助 制度 につい てで ござい ます が、

設置 に対 する補 助は 、 単独処 理浄 化槽 などか らの 切替え 工事 に対

する 補助 に加え 、本 年 度から 既存 槽撤 去費の 上乗 せ補助 や新 築に

伴う 設置 を補助 対象 に 追加し 、制 度拡 充を図 って おりま す。 また、

令和 ８年 ４月か ら開 始 する予 定の 維持 管理補 助制 度は、 公共 下水



道使 用者 と合併 処理 浄 化槽使 用者 の汚 水処理 に係 る経済 的な 負担

の差 の軽 減を行 うこ と を目的 とし て、 継続的 かつ 適正に 維持 管理

が行 われ 汚水処 理が さ れてい る場 合に 、維持 管理 費用を 支援 する

ものでございます。以上でございます。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 丁 寧に 御 答弁い ただ きま してあ りが とうご ざい まし

た。 それ では、 ここ か ら再質 問を させ ていた だき たいと 思い ます。

ま ずは 、５番 の歩 い て楽し いま ちづ くりに つい てであ りま すが、

３月 １日 から１ か月 間 の予定 で行 われ ている 米子 駅前通 り３ 車線

化の 実証 実験に つい て お尋ね しま す。 初めに 、市 長は、 米子 駅前

通り をど のよう な通 り にした いの か。 また、 歩い て楽し いま ちづ

くり にな ぜ米子 駅前 通 りの３ 車線 化が 必要な のか お聞か せく ださ

い。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 近 年で す けれど も、 全国 の地方 都市 におき まし て、

市内 の中 心部の 歩行 空 間を広 げる など しまし て、 歩きや すい 道づ

くり をま ちづく りの 核 に据え る都 市が 増えつ つあ る状況 がご ざい

ます 。ま た、海 外に 目 を転じ ます と、 例えば ヨー ロッパ の都 市に

おき まし てはさ らに 進 んでお りま して 、例え ば中 心市街 地に は、

もう 公共 交通以 外の 乗 り入れ を禁 止す るとい うよ うな都 市も ある

と聞 いて おりま す。 本 市にお きま して 、これ まで 車中心 の道 路づ

くり をし てきた わけ で ござい ます が、 結果と しま して中 心部 が衰

退を しま して、 車が な いと不 便な まち が出来 上が ってし まっ たの

では ない かと感 じて い るとこ でも ござ います 。そ れを少 しで も緩

和、 解消 してい くた め にも、 他の 先進 的な都 市を お手本 にし つつ、



本市 で何 ができ るか を 検討し たい とい うふう に考 えてお りま して、

駅前 通り の歩行 空間 を 拡大す る試 みが まさに その 一つで ある と考

えてございます。

こ の駅 前通り につ き まして は、 令和 ５年７ 月に 開通を しま した

がい なロ ードの 整備 に よりま して 、交 通結節 点と しての 機能 を高

めた 米子 駅北側 の目 抜 き通り でも あり ます。 この 通りを 中心 とし

まし て、 町なか を車 中 心から 公共 交通 と歩行 者の 中心の 空間 へと

転換 をし まして 、歩 行 者に優 しい 歩き やすい まち をつく って いき

ます とと もに、 周辺 エ リアの 活性 化に もつな げて いきた いと 考え

ております。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 ま ずは 、 市長の その 心意 気はよ しと 言わせ てい ただ

きたいと思います。

そ こで 、この ３車 線 化につ いて であ ります が、 ほかの 議員 から

も質 問が ござい まし た が、市 民か らは どのよ うな 声があ るの か、

新し いも のがあ りま し たら、 それ を含 めてお 伺い したい と思 いま

す。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 市民 から の声 でござ いま すが、 まず 昨年

度の 実証 実験に おき ま しては 、大 きな 交通渋 滞、 発生は ござ いま

せん でし た。安 全に 実 施もで きま した 。比較 的好 意的な 意見 が多

く寄 せら れたと いう ふ うに認 識を して ござい ます 。一方 で、 懸念

の声 も寄 せられ まし た 。大き くは ３点 でござ いま して、 交通 安全、

交通 渋滞 、そし て沿 道 事業者 など への 理解促 進を 図って いく 必要

性と 、こ ういっ た点 が 主な懸 念点 とし て伝わ って きてご ざい ます。



そこ で今 年度に つき ま しては 、よ り恒 常化に 近い 形で現 在実 証実

験を 実施 してお りま す 。また 、こ のよ うな御 懸念 の声に 対し て改

善を 図り ながら 取り 組 んでい ると ころ であり ます 。具体 的に は、

安全 性確 保のた めの 緩 衝帯を 拡大 する ですと か、 あるい は交 通量

の調 査箇 所数を 増加 さ せる。 その ほか 地元の 事業 者の皆 様方 を含

めた 調整 会議を 発足 さ せるで すと か、 こうい った 取組を 進め てき

たと ころ であり ます 。 あわせ まし て、 より多 くの 皆様か ら意 見聴

取を しな がら、 事後 的 な検証 もし っか りと行 って まいり たい とい

うふうに考えております。以上であります。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 今 現在 、 様々な 声や 意見 があっ て当 然だと 私も 思い

ます が、 これが １か 月 たって 、ま た新 たにど のよ うな声 や意 見が

出てくるのか注視していきたいと思います。

次 に、 歩道の 拡幅 に ついて は全 国的 にどこ の市 町村で 実施 され

てい るの か、ま た本 市 はどこ の市 町村 を参考 にさ れてい るの か、

代表的なところを上げていただきたいと思います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 他の 市町 村の 動向で はあ ります が、 全国

的に は様 々な例 が今 進 んでお りま す。 道路の 車線 を減ら して 歩行

空間 を拡 大した 上で 歩 行者の 安全 確保 、そし てに ぎわい 創出 につ

なげ てい る例が 多数 ご ざいま す。 主な 例でご ざい ますが 、一 番多

い例 は、 車線数 を減 少 して歩 行空 間を 拡大す る例 であり ます 。具

体例 とい たしま して 、 京都市 の四 条通 ですと か、 あるい は愛 媛県

松山 市の 花園町 通り で ござい ます 。ま た近く では 出雲で 神門 通り

など がご ざいま す。 ま た、道 路空 間を 全て歩 行空 間に再 編を して



しま うと いう取 組も ご ざいま して 、こ れは大 阪の 御堂筋 であ りま

す。 その ほか、 中央 に 歩行空 間を 位置 づけて 、そ の両サ イド に車

道を 再編 すると いう 例 もござ いま して 、これ は四 日市市 の中 央通

りで あり ます。 本市 と いたし まし ては 、いず れも 参考と なる 事例

と考 えて おりま して 、 現段階 にお きま しては こう いった 他の 自治

体の事例を研究しているところであります。以上であります。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 今 、代 表 的な市 を上 げて いただ きま したが 、こ れら

の市 を参 考にし なが ら も、ぜ ひ米 子市 らしい 駅前 通りと いう もの

を考えていただきたいと思います。

次 に、 前回の 実証 実 験並び にそ れ以 後、私 が気 づいた とこ ろを

ちょ っと 質問さ せて い ただき たい と思 います が、 まず渋 滞に つい

てで あり ますが 、医 大 までの 大渋 滞を 懸念す る議 員がい らっ しゃ

いま した けども 、こ れ はどう でし ょう か。実 証実 験の結 果を 待た

なけ れば なりま せん が 、それ でも 多少 なりと も渋 滞する こと は考

えら れま す。そ こで 、 今現在 の渋 滞対 策、そ れに 伴う安 全対 策は

どのようにお考えなのかお伺いします。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 議員 御指 摘の 駅前通 りの 交通量 につ きま

して は、 一つの 課題 と して私 ども 認識 をして いる ところ であ りま

す。 また 、渋滞 対策 と しての 今後 の方 向性の 例と いたし まし て、

例え ば公 共交通 の利 用 促進を 図る こと によっ て、 市内に 流入 する

交通 量を 減らし てい く という こと 、ま た駅前 通り と並走 して おり

ます 市道 末広通 りで ご ざいま すが 、こ ういっ た道 路への 交通 量分

散化 など 図りな がら 、 駅前通 りだ けで はなく て周 辺の道 路ネ ット



ワー クで 考えて いく 必 要があ ると いう こと、 これ らの点 につ きま

して は道 路管理 者の 県 とも共 有を いた してい ると ころで あり ます。

そ こで 今年度 の実 証 実験に おき まし ては、 安全 対策に つな がる

もの 、渋 滞対策 の強 化 として 様々 な取 組を講 じて ござい ます 。具

体的 には 先ほど 申し 上 げまし た緩 衝帯 の話で すと か、あ るい は緊

急車 両が 通行で きる よ うに道 路の 有効 幅員、 これ は４車 線分 確保

して ござ います 。そ の ほか、 交通 流入 を減ら すた めの迂 回協 力の

要請 もこ れまで 断続 的 に行っ てい ると ころで あり ます。 また 、昨

年度 から の変更 点と い たしま して 、交 通量の 調査 箇所、 そし て調

査日 数を 増やす 形と い たしま した 。周 辺道路 も含 めまし て、 交通

の状 況の 調査、 検証 を してま いり たい という ふう に考え てお りま

す。以上です。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 い ろい ろ な対策 講じ てお られる 、練 ってお られ ると

感じ ます けれど も、 そ れでも 懸念 とい うもの は残 ると思 って おり

ます 。そ こで私 もち ょ っと考 えて みま すけど 、今 、道路 脇に 停車

して 、ト ラック など か ら短時 間の 貨物 の積卸 しと か、こ うい うも

のが 今ま でどお りで き るのだ ろう かと か、あ るい はここ 米子 市は

冬に は雪 が降り ます 。 雪が積 もり ます 。歩道 やベ ンチ、 テー ブル

にも 積も ります 。こ う いうと ころ の除 雪対策 ある いは雪 対策 とい

うも のは 大丈夫 だろ う か。あ るい は共 生社会 を推 進する つく りに

なっ てい るのだ ろう か 、どう だろ うか などな ど、 これら のこ とに

ついてもしっかり検証していただきたいと思っています。

そ こで 、それ では 実 証実験 終了 後の 取組、 計画 につい ては どの

ようになっているのかお伺いいたします。



○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 今行 って おり ます今 年度 の実証 実験 によ

りま して 、にぎ わい 創 出の可 能性 に加 えまし て、 交通へ の影 響な

ど様 々な 観点で 、よ り これま での 確度 の高い 検証 が可能 にな ると

考え てご ざいま す。 そ こで今 後に つき まして は、 実証実 験の 結果

を踏 まえ まして 、道 路 管理者 など 関係 機関と とも に、駅 前通 りの

歩行 空間 、道路 空間 の 在り方 に係 る具 体的な 検証 、調査 を行 って

まいりたいというふうに考えてございます。以上であります。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 米 子駅 前 の沿道 には 事務 所や店 舗、 飲食店 、美 容院、

宿泊 施設 などが 並ん で おりま す。 これ らの皆 さん に対し 、し かる

べき 時期 にきち んと 理 解が得 られ るよ うな説 明会 を開催 し、 米子

駅前 の、 できれ ば完 成 イメー ジ図 的な ものを 示し ながら 、将 来ビ

ジョ ンの 説明を すべ き と考え ます が、 市長の 見解 をお伺 いし ます。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 先 ほど 門 脇議員 の質 問で 、やっ ぱり 米子ら しい まち

づく りを するべ きだ と いう御 意見 を頂 戴しま した 。実は 道路 を車

中心 にす ると、 やは り 郊外型 の全 国チ ェーン にと っては 非常 に出

やす くな るので 、そ う したお 店が 集積 する街 道が 出来上 がる わけ

です けど も、実 はそ れ は全国 非常 に似 たよう な風 景が広 がっ てい

ると いう ことが あっ て 、逆に まち から 個性が 失わ れてい ると いう

指摘がございます。

今 議員 が挙げ てい た だいた 例え ば沿 道に並 んで いる事 務所 とか

店舗 とか 飲食店 、美 容 院、宿 泊施 設、 こうし た駐 車場、 米子 駅の

近く のこ とだと 思い ま すけど も、 駐車 場が必 ずし も広く なく ても



成り 立っ ている よう な お店と か、 そう いった 事業 所って いう のは、

やは り公 共交通 も使 う ような 形で アク セスし ない と、維 持で きな

いと いう ことが ござ い ます。 それ もや はり重 要な ポイン トで ござ

いま して 、やは りま ち に個性 を出 して いくた めに は、歩 いて たど

り着 ける ような 、公 共 交通も 含め てで すね、 そし てたど り着 ける

よう な町 なかと いう も のをい かに つく ってい くか という こと が大

変重要なわけでございます。

そ こで 、この 実証 実 験の実 施に 当た りまし ては 、土地 や家 屋の

所有 者で すとか 、あ る いは沿 道事 業者 などの 関係 者の皆 さん はも

ちろ んな んです けれ ど も、地 域住 民の 皆様に 対し まして 実証 実験

への 協力 要請と 併せ て 、事業 概要 を説 明する ため の説明 会を 開催

した とこ ろでご ざい ま す。ま た、 その 説明会 に御 参加い ただ けな

かっ た沿 道の関 係の 皆 様に対 して も、 別途個 別説 明を行 った とこ

ろで ござ います 。ま た 、先日 歩い て楽 しいま ちづ くりセ ミナ ーと

いう もの を開催 いた し まして 、広 く市 民の皆 様に 実証実 験の 概要

です とか 、ある いは 先 進的な 他市 の事 例を紹 介し ながら 、歩 行者

に優 しく 歩きや すい ま ちづく りに つい て説明 する 機会を 設け たと

ころ でご ざいま すが 、 多くの 皆様 に御 参加を いた だきま して 、当

日説 明を 聞いて くだ さ った方 の何 人か と後で お話 しする 機会 があ

りま した けれど も、 説 明を聞 いて 御理 解いた だけ た様子 があ った

とい うこ とと、 また 好 意的な 御意 見も いただ いた ところ でご ざい

ます。

来 年度 にはこ の実 証 実験の 結果 を踏 まえま して 、米子 駅を 中心

とし た南 北の一 体的 な 発展で すと か、 あるい はに ぎわい 創出 に向

けて 市民 フォー ラム を 開催す るこ とと してお りま す。こ のよ うな



場も 通じ ながら 、駅 前 通りを 含む 米子 駅周辺 の将 来イメ ージ につ

きま して も、私 自身 も しっか りと 発信 してい きた いと思 いま すし、

市民の皆様と考える機会もつくっていきたいと考えております。

○岡田議長 門脇議員。

○門 脇議 員 私 ども の 会派で 行政 視察 に行き ます と、駅 前の 歩道

が広 いと ころ、 こう い うとこ ろに よく 遭遇す るわ けです けど も、

そう いう ところ は驚 く ことに 信号 機が 少なか った り、ま たあ るい

は全 然な いとこ ろも ご ざいま す。 そし て脇道 のほ うに入 りま すと、

また ここ は一方 通行 に なって いる よう なとこ ろが 多い。 そう いう

よう な米 子の駅 前っ て 信号が 多い 。そ れが私 ども 当たり 前の よう

に思 って ますけ ども 、 ある市 に行 きま すとそ うい う感じ で、 そこ

でそ の市 は、市 民の 皆 さんの 了解 を得 ながら だと 思うん です けど、

交通 の状 態も非 常に 渋 滞する こと なく 、信号 が少 ないの に、 ある

いは ない のにそ うい う ことも でき るん だなと 、こ ういう ふう に感

じて 帰っ てきた こと も ござい ます 。こ れらの こと も参考 にし なが

ら、今後も丁寧で詳細な説明をお願いしたいと思います。

○岡田議長 暫時休憩いたします。

午前１１時５１分 休憩

午後 １時００分 再開

○田 村副 議長 休憩 前 に引き 続き 会議 を開き 、市 政一般 に対 する

質問を続行いたします。

門脇議員。

○門 脇議 員 そ れで は 、午後 から もど うぞよ ろし くお願 いい たし

ます。

次 は、 １４番 のＪ Ｒ 境線を 中核 にし た公共 交通 ネット ワー ク強



化研究会の設立についてお尋ねをいたします。

先 ほど の代表 質問 で は、こ の研 究会 の設立 され た経緯 や目 的、

さら には 事業の 内容 に ついて お聞 きい たしま した 。ここ では まず、

ＪＲ境線の利用状況についてお伺いします。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 利用 状況 でご ざいま すが 、令和 に入 って

から の状 況で申 し上 げ ますと 、令 和元 年に 2,７ ３ ０ 人 で あ っ た 利

用 者 数 が コ ロ ナ 禍 の 影 響で落 ち込 みま した。 令和 ２年は 2,０ ４ ３

人 ま で 落 ち 込 ん だ と こ ろ で ご ざ います。 その後 、令 和６年度 は 2,

１ ８ ３ 人 と な っ て ご ざ い ま し て 徐 々 に 回復傾 向に あると いう とこ

ろでございます。以上であります。

○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 徐 々に 回 復傾向 にあ ると 、こう いう 答弁で ござ いま

した が、 一方で はＪ Ｒ 西日本 の発 表に よりま すと 、境線 のこ こ３

０年 間の 利用状 況は 、 輸送密 度が ４割 ほど減 少し ている とい うこ

とで あり ました 。今 後 少子化 がさ らに 進展し 、利 用者の 減少 が予

想さ れる 中で、 ＪＲ 境 線の在 り方 につ いても 考え る時期 が来 てい

るのではないかと思います。

会 派視 察の際 に有 用 と感じ た全 国的 に研究 が進 んでい るＢ ＲＴ、

バス 高速 輸送シ ステ ム の導入 を検 討し てはど うか と考え ます 。境

線な ど専 用レー ンや 連 接バス 、公 共車 両優先 シス テムな どを 活用

し、 渋滞 の影響 を受 け にくい のが 特徴 であり ます 。また 、専 用レ

ーン や公 共車両 優先 シ ステム によ り、 渋滞を 回避 し、時 間ど おり

に運 行し ます。 また 、 連節バ スの 導入 により 、一 度に多 くの 乗客

を輸 送で きます 。加 え て、鉄 道と 比べ てイン フラ 整備の コス トを



抑え られ 、ルー ト変 更 や駅の 増設 が容 易です 。以 上のこ とか らも

検討すべきと考えますが、市長の見解をお伺いします。

○田村副議長 伊木市長。

○伊 木市 長 今 議員 が 御紹介 をい ただ きまし たＢ ＲＴに つい てで

ござ いま すけれ ども 、 私自身 も令 和４ 年度で した けども 、滋 賀県

の野 洲市 にござ いま し たＢＲ Ｔの 実証 実験の 状況 、これ はＪ Ｒ西

日本 がや ってい たわ け でござ いま すけ ども、 その 状況を 視察 させ

てい ただ いたと いう こ とがご ざい まし た。専 用レ ーンの 整備 によ

りま して 、渋滞 に左 右 されな い高 い定 時性と 速達 性を確 保で きる

こと に加 えまし て、 連 接バス の活 用に よりま すと 十分な 輸送 能力

を確 保で きると いう こ ともあ りま して 、次世 代交 通モー ドと して

の可能性を強く感じたところでもございました。

こ のよ うな中 です け れども 、今 年度 設立を いた しまし たＪ Ｒ境

線を 中核 とした 公共 交 通ネッ トワ ーク 強化研 究会 におき まし ては、

まず は地 域の大 切な 財 産でも あり ます ＪＲ境 線を 最大限 有効 に活

用し てい けるよ うな 方 策につ いて 検討 してい くこ ととし てお りま

すが 、そ の上で 議員 が 御提案 され まし たＢＲ Ｔの 導入も 含め まし

て、幅広に検討することが大切だというふうに思っております。

な お、 国内各 地に お きまし ては ＢＲ Ｔだけ でな くて、 低床 でバ

リア フリ ー性能 が高 い ＬＲＴ です とか 、ある いは 本市で も実 証運

行を 進め ており ます 自 動運転 バス の導 入など 多様 な形で 公共 交通

ネッ トワ ークの 強化 が 図られ つつ ござ います 。将 来的に は、 この

よう な技 術の高 度化 も 踏まえ まし た効 率性と 利便 性の高 い交 通モ

ード への 転換へ の可 能 性につ きま して は、関 係機 関とも いろ いろ

と研究してまいりたいと考えております。



○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 Ｊ Ｒ境 線 の有用 活用 、周 辺のに ぎわ いの創 出に 加え、

将来 を見 据えた ＢＲ Ｔ などの 次世 代交 通モー ドに ついて もし っか

りと研究をしていただきたいと思います。

そ れで は、次 に１ ６ 番の郊 外型 巡回 バスの 運行 状況に つい てで

あり ます が、こ こで は よねぎ ーバ スに ついて お尋 ねをい たし ます。

４月 から 本格運 行に 移 行する 予定 にな ってい るよ ねぎー バス です

が、 実証 運転に より ど のよう な要 望が あり、 また 改善し てい く予

定なのかお伺いします。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 まず 要望 につ きまし ては 、左右 両回 りで

運行 して ほしい です と か、あ るい は乗 り降り がし やすい 大き な車

両の 導入 などを 求め る お声を 頂戴 して ござい ます 。そこ で本 格運

行に 際し まして は、 両 回りで の運 行ル ートを 設定 いたし ます とと

もに 、だ んだん バス と 同様の 低床 バス ２台で 運行 するこ とと して

いるところであります。以上であります。

○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 住 民の 皆 さんが 待ち に待 った両 回り 運行で すの で、

利便 性も 向上さ れ、 利 用率も 上が るも のと推 察い たしま す。 一方

で、 運行 車両が バン タ イプか ら一 回り も二回 りも 大きい ２６ 人乗

りの ポン チョタ イプ に 変更と なる ため 、道幅 の狭 いとこ ろが ある

運行 ルー トに支 障は な いのか 伺い ます 。また 、沿 線住民 への 注意

喚起についても併せてお伺いします。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 運行 ルー トの 安全確 保に 関しま して 、先



日、 地域 公共交 通会 議 を開催 しま した 。その 折に 参加さ れた 委員

の皆 様方 からも 御意 見 が寄せ られ たと ころで あり ます。 そこ で警

察当 局が 立会い の下 、 実際に 運行 予定 の車両 を使 いまし て改 めて

運行 ルー トの安 全点 検 を行い まし た。 結果と いた しまし ては 、危

険箇 所等 に係る 警察 当 局から の特 段の 指摘は なか ったと ころ であ

ります。

な お、 本格運 行時 の 車両に つき まし ては、 現在 使用し てい る車

両と 比較 いたし まし て も、幅 です とか 全長が 大き くなり ます 。ま

た、 通学 路に指 定さ れ ている 区間 もご ざいま すの で、例 えば 市の

ホー ムペ ージに よる 運 行経路 の周 知は もちろ んで ござい ます けれ

ども 、自 治会を 通じ た 回覧、 さら には 各学校 への 案内な ど、 丁寧

に行 って いきた いと い うふう に考 えて おりま す。 以上で あり ます。

○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 警 察当 局 からは 特段 の指 摘はな かっ たと、 こう いう

こと でし たけど も、 よ ねぎー バス が一 般車両 と対 峙した とき に、

擦れ 違え ない場 合が 間 々ある と思 いま すので 、こ のこと に関 して

も、ぜひ注意喚起をしていただきたいと思います。

次 に、 バス停 の標 識 につい てお 伺い します が、 どのよ うな 形の

標識にするのかお伺いいたします。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 標識 でご ざい ますが 、ま ず、左 右両 回り

の運 行と なりま すた め 、道路 の両 側、 往路復 路と もに設 置を いた

しま す。 また、 形状 で ござい ます が、 既存の バス 路線と 重複 する

バス 停に 関しま して は 、現在 運行 して おりま すだ んだん バス の例

に倣 いま して、 路線 バ スの標 識を 活用 させて いた だく形 で時 刻表



を掲 示す ること とし て おりま す。 また 、重複 しな いバス 停に つい

ては 、独 自の標 識を 設 置する こと とな ってお りま す。以 上で あり

ます。

○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 よ ねぎ ー バスを 利用 され る方は 高齢 者の方 が多 いで

すの で、 分かり やす い 、見や すい バス 停の標 識や 時刻表 にし てい

ただ くよ うにお 願い を したい と思 いま す。ま た、 先ほど も述 べま

した が、 よねぎ ーバ ス の利用 者は 高齢 者や通 院者 が多い こと から、

停留 所に は椅子 かベ ン チか、 こう いう ものを 設置 すべき だと 考え

ますが、このことについての見解をお伺いします。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 椅子 、ベ ンチ の設置 につ いてで ござ いま

すけ ども 、現時 点に お きまし て、 沿線 地域の 皆様 方から はそ うい

った お声 を直接 は頂 戴 はして ござ いま せんが 、本 格運行 前に 、改

めま して 沿線地 域の 皆 様に御 意見 を伺 ってま いり たいと いう ふう

に考 えて おりま す。 そ の上で 様々 論点 ござい ます けれど も、 バス

停の 状況 に応じ まし て 、場所 だと か、 あとは 設置 の内容 、維 持管

理そ うい った手 法を ど うする かと か、 順次必 要な 検討は 進め てま

いりたいというふうに考えております。

○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 こ のベ ン チ等に つき まし ては、 高齢 者の方 が非 常に

多い と思 います ので 、 ぜひと もベ ンチ 等設置 を検 討して いた だく

ように、これは強く要望したいと思います。

続 きま して、 次に １ ９番の 湊山 公園 一帯の 整備 につい てお 尋ね

しま す。 鳥大医 学部 の 体育館 と米 子市 児童文 化セ ンター との 共創



施設 、ホ スピタ ルパ ー ク、リ ニュ ーア ルする 湊山 公園、 この ３施

設の整備に向けての時系列について、まずはお伺いします。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 まず 、湊 山公 園のリ ニュ ーアル でご ざい

ます が、 これに つき ま しては その 病院 の再整 備に 先立ち まし て、

湊山 公園 の用地 提供 を 行う必 要が ござ います 。し たがい まし て、

病院 再整 備の前 に整 備 着手す るこ とと なりま す。 現段階 にお きま

して は、 令和８ 年度 末 に用地 の売 買契 約を締 結し た上で 、令 和９

年度以降に整備工事を行うこととしております。

次 に、 児童文 化セ ン ターと 鳥大 医学 部体育 館と の共創 施設 でご

ざい ます 。鳥大 側か ら 病院再 整備 着手 に伴い まし て、現 在病 院の

構内 にご ざいま す体 育 館を今 後移 転・ 再整備 する 必要が 生じ てく

ると いう ふうに 伺っ て おりま す。 この ため現 段階 におき まし ては、

病院 の再 整備着 手の タ イミン グを 踏ま えなが ら、 整備工 事を 行う

よう見込んでいるところであります。

な お、 ホスピ タル パ ークの 中核 にな る形に なる かもし れま せん

が、 病院 の再整 備に つ きまし ては 、令 和１１ 年度 中に新 病棟 工事

に着 工さ れる旨 、こ れ は鳥大 側か ら公 表され てい るもの であ りま

す。以上であります。

○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 時 系列 に つきま して は今 お伺い しま したが 、こ のた

びの 湊山 公園一 帯の 整 備につ いて 、こ れ駐車 場の 整備に つい ては

どのようになっているのかお伺いします。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 湊山公 園周 辺の 駐車場 につ きまし ても 、現



在、 湊山 公園内 に約 １ ２０台 分を 確保 してい ると ころで ござ いま

す。 また 、令和 ３年 に 米子城 跡三 の丸 広場駐 車場 を整備 しま した

ほか 、令 和８年 度に は 中海憩 いの テラ スの供 用開 始と併 せ、 周辺

駐車 スペ ースが 増加 す る見込 みで ござ います 。こ のため 医大 再整

備と 相ま って、 より 一 層にぎ わい を増 すであ ろう 湊山公 園エ リア

を一 体と 捉えま して 、 駐車場 から 各施 設への アク セス性 、利 便性

を高 める ため、 利用 案 内、情 報発 信を してい くこ とを検 討し てお

ります。以上です。

○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 湊 山公 園 周辺の 駐車 スペ ースが 増加 する予 定と いう

こと であ りまし た。 ま た、湊 山公 園内 には１ ２０ 台の駐 車ス ペー

スと いう ことで 、最 低 限これ はし っか りと確 保し ていた だく よう

努めていただきたいと思います。

次 に、 湊山公 園に 保 存・展 示さ れて いるＳ Ｌの Ｄ５１ 蒸気 機関

車、 通称 デゴイ チで ご ざいま すが 、こ のこと につ いてお 尋ね しま

す。 ホス ピタル パー ク 構想に 伴い 移設 が公表 され たＳＬ です が、

いつ頃どこへ移設されるのかお伺いします。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 Ｄ５１ の米 子駅 だんだ ん広 場への 移設 につ

いて でご ざいま すが 、 現在設 計の 取り まとめ をし ておる とこ ろで

ござ いま して、 移設 場 所は前 面の 県道 側を想 定し ている とこ ろで

ござ いま す。な お、 令 和８年 度に 移設 予定で はご ざいま すが 、時

期の詳細についてはまだ未定でございます。

○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 だ んだ ん 広場の 県道 側に 移設予 定と いうこ とで あり



ます が、 このＤ ５１ は 米子駅 前に て、 ランド マー クにも なり 得る

もの だと 思いま すの で 、だん だん 広場 の有効 活用 と考え てい ただ

くの はも ちろん のこ と ですけ ども 、に ぎわい の創 出や集 客の 一翼

を担うような仕組みをつくっていただきたいと思います。

そ こで 、これ に関 連 してだ んだ ん広 場につ いて ちょっ とお 伺い

した いと 思いま すけ ど も、米 子駅 に近 いここ こそ 、もっ とに ぎわ

いの 創出 を図る べき だ と考え ます 。米 子駅の エレ ベータ ー側 の乗

降口 から は、植 え込 み や障壁 など でだ んだん 広場 を見渡 すこ とが

でき ない 状況に あり ま す。こ のこ とを 含め、 今後 のだん だん 広場

の在り方についてお伺いします。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 だんだ ん広 場の 在り方 につ いての お尋 ねで

ござ いま す。が いな ロ ードの エス カレ ーター 乗降 口から の視 界に

つき まし ては、 米子 駅 前だん だん 広場 を見渡 すこ とは難 しい 位置

関係 にあ るため 、イ ベ ント開 催時 にお ける案 内看 板の設 置な ど、

駅利 用者 が認識 しや す い方法 を考 えて まいり ます 。現在 イベ ント

開催 の規 制緩和 や、 米 子市の ホー ムペ ージに 利用 予定を 公表 して

おり まし て、利 用者 の 利便を 図る など 、利活 用の 推進に 取り 組ん

でお ると ころで ござ い ます。 また 、湊 山公園 にご ざいま すＤ ５１

を鉄 道の まち米 子の 象 徴とい たし まし て、だ んだ ん広場 へ移 設を

行う こと で、さ らな る にぎわ いの 創出 につな げて いきた いと 考え

ておるところでございます。

な お、 米子駅 北広 場 の将来 構想 とい たしま して は、米 子駅 前だ

んだ ん広 場とグ ルメ プ ラザや ＪＲ 敷地 との一 体的 な活用 を検 討す

るこ とと してお りま す が、こ れに つき まして は、 ＪＲ施 設の 耐用



年数 を踏 まえ、 その 時 期を適 切に 見極 めた上 で、 新たな にぎ わい

創出 に向 けた取 組を 進 めてい きた いと 考えて おる ところ でご ざい

ます。以上です。

○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 今 のま ま のだん だん 広場 では本 当に もった いな いと、

こう 考え ますの で、 新 たなる にぎ わい の創出 に向 けてし っか りと

取り組んでいただきたいと思います。

そ れで は、次 に３ ０ 番の次 世代 につ なぐ農 業の 推進に つい てお

尋ね しま す。肥 料の 高 騰が続 き、 農業 経営が ます ます苦 しく なる

中で 、本 市にお いて は 、安価 で良 質な 下水汚 泥の 肥料化 が進 めら

れて きて いると ころ で すが、 現在 の取 組状況 につ いてお 伺い しま

す。 また 、この 汚泥 肥 料の商 品化 には めどが 立っ たのか どう か、

併せてお伺いします。

○田村副議長 下関上下水道局長。

○下 関上 下水道 局長 下水汚 泥の 肥料 化につ いて の取組 でご ざい

ます けれ ども、 本年 度 は汚泥 成分 が安 定的に 肥料 化を満 たす 基準

値内 であ ること を確 認 するた め、 再度 、国が 実施 いたし ます 汚泥

の分 析事 業を活 用い た しまし て成 分分 析を実 施し 、令和 ５年 度と

同様 に重 金属成 分が 基 準値以 下、 肥料 成分と して 有効な 窒素 、リ

ン成 分が 基準値 以上 含 まれて いる こと の確認 をし たとこ ろで ござ

いま す。 しかし なが ら 、下水 汚泥 に有 機フッ 素化 合物が 含ま れて

いる こと を確認 して お りまし て、 汚泥 肥料に おけ るＰＦ ＡＳ に関

する 安全 基準を 定め て いただ くよ う国 に対し 働き かけを して いく

必要があるものと考えております。

ま た、 商品化 につ い てでご ざい ます けれど も、 肥料と して の有



用性 だけ でなく 、安 全 性や水 源へ の影 響、利 用者 の理解 など も考

慮に 入れ ながら 検討 を 進めて いく 必要 があり 、現 時点で 商品 化は

まだ 道半 ばと考 えて お ります 。国 の動 向に注 視し ながら 、肥 料化

を含 めた 下水汚 泥の 有 効利用 の方 策を 引き続 き探 ってま いり たい

と考えております。

○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 少 し残 念 な気が しま すけ ど。答 弁で は国に 働き かけ

てい く必 要があ ると 、 こうい うこ とで したの で、 国に対 して 早急

にこ のＰ ＦＡＳ に対 し ての安 全基 準を 定めて いた だける よう に働

きか けて くださ い。 商 品化に つい ては 道半ば とい うこと です が、

引き続き検討を進めていただきますように要望をしておきます。

次 に、 新規就 農者 等 を対象 とし 、栽 培から 地域 活動ま で幅 広く

学べ る場 として 開校 し たねぎ の学 校で すが、 開校 して２ 年が 経過

しました。現在までの活動状況と成果についてお伺いします。

○田村副議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 新 規 就農者 に向 けた 年間を 通じ ました 白ネ ギ栽

培の 基礎 知識習 得及 び 地域に 根差 した 継続的 な営 農を学 ぶ場 とい

たし まし て、Ｊ Ａ鳥 取 西部が 令和 ６年 ４月に 開校 し、地 元の 技術

と知 識の 豊富な 先輩 農 家を講 師と して 、月１ 回か ら２回 の講 座を

実施 して いると ころ で ござい ます 。令 和６年 度は １３名 が卒 業し、

令和 ７年 度は１ ９名 が 受講中 でご ざい ます。 成果 につき まし ては、

ＪＡ 鳥取 西部に より ま すと、 近年 の猛 暑の影 響で 夏越し 後の 出荷

が減 少す る農家 が多 い 中、令 和６ 年度 に受講 した 農家は ねぎ の学

校で 学ん だ夏越 し対 策 を実践 した こと で、安 定し た出荷 量を 維持

できているとのことでございます。



○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 ね ぎの 学 校は、 農業 従事 者が減 少す る中で 新規 就農

者の 増加 に貢献 して く れてい ます し、 白ネギ につ いては 現在 、猛

暑の 中で いかに 夏を 越 すのか が一 番の 課題と なっ ていま すの で、

夏越 し対 策が確 立さ れ つつあ るこ とは 大変喜 ばし いこと だと 思い

ます 。そ こで、 この ね ぎの学 校に つい て、３ 年目 の取組 計画 につ

いて伺います。

○田村副議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 ３ 年 目とな りま す来 年度も 、白 ネギ栽 培の 基礎

知識 の習 得及び 地域 に 根差し た継 続的 な営農 につ いて学 ぶ場 とし

て、 月１ 回から ２回 の 講座を 実施 する 予定で ござ います 。受 講生

につ いて はＪＡ 鳥取 西 部が募 集を 行い 、４月 に入 学式を 行う こと

としております。

○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 ま すま す 充実し たね ぎの 学校に なる ことを 願っ てお

ります。

次 に、 期待の 大き い スーパ ー白 ねぎ 団地構 想に ついて お尋 ねし

ます 。い よいよ 動き 出 すこの 構想 につ いて、 改め て事業 の内 容に

ついて伺います。

○田村副議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 ま ず 事業主 体は ＪＡ 鳥取西 部で ござい ます 。弓

ヶ浜 地区 をモデ ル地 区 として 白ね ぎ団 地の造 成を 図るも ので ござ

いま す。 団地の 規模 は １団地 当た り５ ０アー ルか ら２０ ０ア ール

で、 １年 程度で 整備 で きる規 模を 想定 してお りま す。耕 作す る農

業者 は、 １団地 当た り ２名以 上で 、地 域計画 に定 められ た担 い手



農業 者、 新規就 農者 の 組合せ を想 定し ており ます 。基盤 整備 と併

せま して 、必要 に応 じ 耕作す る農 業者 に対し まし て、白 ネギ 生産

に必 要な 育苗ハ ウス や 収穫機 など のリ ースを 実施 する予 定と して

おります。

○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 農 家に と りまし ては 非常 に取り 組み やすい 事業 内容

とな って います ので 、 期待大 であ ると 思いま す。 それで は、 令和

８年 度以 降の整 備計 画 や国要 望ま での スケジ ュー ルにつ いて 伺い

ます。

○田村副議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 現 在 、大崎 の農 地約 ８０ア ール の事業 につ いて、

ＪＡ 鳥取 西部が 国に 採 択申請 をし てい るとこ ろで ござい ます 。令

和７ 年度 末に国 から 採 択が下 りる 予定 と伺っ てい る状況 でご ざい

ます 。採 択が決 定さ れ た場合 、令 和８ 年度に 農地 の整備 を完 了し、

令和 ９年 度から 令和 １ ０年度 にか けま して、 農道 、水路 の整 備を

完了 する 予定と なっ て おりま す。 その 他の農 地に つきま して も、

地元 調整 ができ 次第 、 順次整 備に 努め てまい りた いと考 えて おり

ます。

○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 私 は今 、 農業に 対し て非 常に大 きな 可能性 を感 じて

おります。そこで、この構想の狙いは何なのかお伺いします。

○田村副議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 構 想 の狙い につ いて のお尋 ねで ござい ます 。白

ネギ 栽培 面積の 拡大 と 生産性 向上 によ る出荷 量の 増大を 図り まし

て、 弓ヶ 浜地区 を白 ネ ギ産地 とし てさ らに活 性化 させて いく こと



でご ざい ます。 また 、 新規就 農者 の速 やかな 経営 の安定 化と 、栽

培技術などの継承を狙いとしているところでございます。

○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 本 市の 基 幹産業 でも ある 農業の 振興 、ある いは 活性

化に 寄与 するス ーパ ー 白ねぎ 団地 構想 であり ます ので本 市の より

積極的な支援、協力を要望しておきます。

そ れで は次に 参り ま す。次 に、 ３４ 番の義 務教 育学校 の整 備に

つい てお 尋ねし ます 。 まず、 通学 路及 び通学 方法 につい てで あり

ます が、 課題の 整理 と 対策の 検討 につ いては どこ まで進 んで いる

のか 伺い ます。 また 、 バス通 学に つい ての検 討状 況につ いて も併

せてお伺いします。

○田村副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 義 務教 育学校 の通 学路及 び通 学方

法に つい てのお 尋ね で ござい ます 。ま ず、通 学路 及び通 学方 法の

課題 整理 と対策 の検 討 状況に つい てお 答えさ せて いただ きま す。

通学 路及 び通学 方法 に つきま して は、 開校準 備委 員会の 教育 環境

部会 で検 討いた だい て いると ころ でご ざいま す。 校区が 広が り、

新た な通 学路の 設定 が 必要に なる こと に伴い まし て、い かに 適切

な通 学路 を設定 する か 、また 通学 方法 につき まし て学年 や通 学環

境等 の基 準の設 定が 検 討課題 であ ると 整理し てお ります 。対 策の

検討 につ きまし ては 、 現在部 会に おい て現地 調査 や協議 を行 い、

それぞれの案をまとめていただいているところでございます。

次 に、 バス通 学の 検 討状況 につ いて ですけ れど も、バ ス通 学は

統合 によ り、通 学が 遠 距離化 する 際の 支援策 であ ると位 置づ けて、

対象 者の 検討を 進め て いると ころ でご ざいま す。 今後通 学路 の検



討と 併せ まして 、通 学 距離、 通学 時間 、体力 面等 の観点 から 、よ

り具体的な検討を進めていくこととしております。以上です。

○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 通 学路 及 び通学 方法 につ きまし ては 、防犯 対策 も含

め、 安全 ・安心 なま ち づくり にも つな がる検 討を よろし くお 願い

したいと思います。

次 に今 後、校 名、 校 歌、校 章、 制服 等を決 めて いかな けれ ばな

りま せん が、こ こで は 、校名 につ いて お尋ね しま す。校 名の 選定

につ いて はどの よう に 行うの か伺 いま す。ま た、 校名を つけ るに

当た って は、○ ○義 務 教育学 校と しな ければ なら ないの か、 それ

とも 縛り なしに ○○ 学 園とか ○○ 学舎 とか○ ○学 園とか 、こ うい

う自由につけてもよいのかも併せて伺います。

○田村副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 義 務教 育学校 の校 名選定 につ いて

のお 尋ね でござ いま す が、ま ず校 名選 定をど のよ うに行 うか とい

う方 法に ついて お答 え させて いた だき ます。 校名 につき まし ては、

まず 開校 準備委 員会 で 校名の 候補 を選 定いた しま して、 その 後、

教育 委員 会で校 名の 案 を決定 いた しま す。最 終的 には議 会で 米子

市立 学校 設置条 例を 改 正いた だく とい う形で 校名 が決定 され るこ

とと なり ます。 最初 の 校名の 候補 につ きまし ては 、来月 にな りま

すが 、令 和８年 ４月 か ら６月 にか けま して、 美保 中学校 区に 在住

の方 や出 身の方 、校 区 の保育 園や 学校 に通っ てい る子ど もた ちや

その 保護 者など を対 象 に公募 を行 う予 定とし てお ります 。美 保中

学校 区の 学校で ある こ とがイ メー ジで きて、 将来 にわた って 愛着

が持 てる といっ たよ う な観点 で、 校名 の候補 を絞 り込み まし て、



令和 ８年 度中に は教 育 委員会 で校 名の 案を決 定す るよう 予定 して

おり ます 。なお 、条 例 改正に つき まし ては、 準備 が整い 次第 、議

会に提案させていただくこととしております。以上です。

す みま せん、 失礼 い たしま した 。次 に、校 名を つける 際の 制限

の有 無と いうこ とで ご ざいま すけ れど も、義 務教 育学校 とい う名

称に つき まして は法 律 上の学 校の 種類 を表す もの でござ いま すの

で、 校名 に義務 教育 学 校とつ けな けれ ばなら ない もので はご ざい

ませ ん。 議員お っし ゃ るよう に○ ○学 園など とい う名前 も可 能と

いう 具合 にして おり ま して、 いず れに いたし まし ても義 務教 育学

校と 分か る校名 にす る ことが 必要 だと 考えて おり ます。 以上 です。

○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 ど んな 校 名にな るの か私 は今か ら楽 しみで なり ませ

ん。

次 に、 少し視 点を 変 えます が、 美保 地区の ３校 区の過 去の ３年

間の０歳から５歳までの合計人口の推移についてお伺いします。

○田村副議長 橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 美保中 学校 区に おきま す過 去３年 のゼ ロ歳

から ５歳 までの 人口 に ついて です が、 美保中 学校 区には 富益 町と

彦名 町の 一部も 含ま れ ますけ れど も、 それに つき まして は集 計が

困難 なた め、大 崎、 葭 津、大 篠津 町、 和田町 の年 度末の 人口 でお

答え をさ せてい ただ き ます。 令和 ４年 度が２ ２０ 人、令 和５ 年度

が２１１人、令和６年度が２０７人でございます。

○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 今 お聞 き します と徐 々に 人口が 減っ て、令 和６ 年度

が２ ０７ 人とい うこ と であり まし たが 、富益 町の 一部と 彦名 町の



一部 、学 校入っ てお り ません けど 、こ れ入っ ても 多分２ ３０ 人程

度で はな いかと 思い ま す。こ のゼ ロ歳 、１、 ２、 ３、４ 、５ で、

今度 ６歳 と言い まし た が６年 です ので 、これ を現 在のこ の小 学校

１年 から ６年ま で、 こ れ当て はめ ます と、令 和７ 年度当 初の この

和田 、崎 津、大 篠津 、 この３ 校の 児童 の合計 が、 現在３ １０ 余名

です から 、もう ここ 数 年で少 子化 が加 速して いる という 、こ うい

うこ とが よく分 かり ま す。そ こで 、次 に義務 教育 学校の 同一 建物

内あ るい は敷地 内に は こども 園の ほか にどの よう な施設 等を 併設

する予定なのか、またその狙いについてもお伺いします。

○田村副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 義 務教 育学校 に併 設する 予定 の施

設と その 狙いに つい て お答え させ てい ただき ます 。まず 、校 舎棟

には 交流 エリア を設 け まして 、地 域交 流室、 多目 的ホー ル、 放課

後児 童ク ラブを 設置 す るとと もに 、園 舎棟に は認 定こど も園 のほ

か、 地域 子育て 支援 ス ペース を設 置す る予定 でご ざいま す。 この

狙い でご ざいま すけ れ ども、 地域 住民 をはじ め、 学生、 幼児 、保

護者 らが 集い、 地域 全 体が連 携・ 協働 するこ とに よって 、地 域と

共に ある 学校づ くり 、 それか ら学 校を 核とし た地 域づく りを 併せ

て実 現す ること を狙 い として いる とこ ろでご ざい ます。 以上 です。

○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 併 設す る 狙いに つい ては 地域と 共に ある学 校づ くり、

また 学校 を核と した 地 域づく りを 実現 するこ とと 、こう いう こと

でし たの で、公 民館 や 廃校跡 地と とも にこの 義務 教育学 校に つい

ても 、こ こを中 心に に ぎわい の創 出を 図るべ きだ と考え ます 。こ

のこ とは ひいて は人 口 増加、 少子 化対 策にも つな がりま す。 この



観点 から も、周 辺を 農 地に囲 まれ てい る義務 教育 学校の 周辺 の開

発を考えなければならないと思いますが、見解をお伺いします。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 義務 教育 学校 の開校 に向 けまし て地 域の

皆様 方か らも、 廃校 の 跡地を 利活 用し たいで すと か、あ るい は学

校の 周辺 を含め 土地 利 用規制 緩和 によ り民間 開発 誘導を 図り たい

など 、様 々な御 意見 で すとか 御要 望を 今いた だい ている とこ ろで

あり ます 。この 点に つ きまし ては 、今 後、自 治会 関係者 をは じめ

とす る地 域の皆 さん と 話合い をし てま いりた いと 考えて おり ます。

その 中で 、学校 周辺 の 土地利 用の 在り 方を含 めま して、 来年 度中、

令和 ８年 度中に 美保 地 区まち づく り構 想とし て取 りまと めた いと

考えております。以上です。

○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 非 常に 期 待をし てお りま すので 、引 き続き よろ しく

お願いいたします。

そ れで は、次 に３ ６ 番の小 中学 校に おける 外国 語教育 につ いて

お尋 ねを いたし ます 。 令和８ 年度 は、 本市の 中学 生を海 外へ 派遣

する とい うこと で、 こ の事業 は中 学生 海外派 遣事 業の一 環だ と思

いま すが 、この 海外 派 遣には 何年 生を 何人、 いつ 頃どこ へ、 どの

ような目的で派遣するのかお伺いします。

○田村副議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 中学 生 海外派 遣事 業の 目的と その 内容に つい ての

お尋 ねで ござい ます 。 まず目 的に つき まして は、 小中学 校で の外

国語 の学 びを発 揮す る 場とす ると とも に、派 遣先 の歴史 や文 化等

に直 接触 れるこ とで 、 国際理 解を 深め ること に加 えまし て、 広い



視野 と柔 軟な感 覚を 備 えたグ ロー バル 社会に 対応 する人 材の 育成

とし てお ります 。ま た 、派遣 対象 者は 、米子 市内 に住む 中学 校２

年生 で、 ３月末 に５ 泊 ６日の 日程 で１ ６名程 度を オース トラ リア

のほうに派遣したいというふうに考えております。

○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 中 学２ 年 生を３ 月末 に５ 泊６日 の日 程で１ ６名 程度

を派 遣し たいと 、こ う いうこ とだ った と思い ます が、そ れで は、

この生徒の選考方法はどのように行うのかお伺いいたします。

○田村副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 派 遣す る生徒 の選 考方法 につ いて

お答 えさ せてい ただ き ます。 選考 方法 につき まし ては、 一次 選考

とし て書 類選考 を行 い 、二次 選考 とし て面接 を行 う予定 とし てお

りま すけ れども 、詳 細 につき まし ては 現在検 討中 でござ いま す。

語学 力の みなら ず、 海 外派遣 に対 する 意欲で すと かコミ ュニ ケー

ショ ン力 など、 多面 的 に見極 めな がら 選考す る予 定でご ざい ます。

○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 ぜ ひ多 く の中学 生に 応募 してい ただ きたい なと 思い

ます 。そ のため には 応 募しや すい 方法 など、 これ らにつ いて も考

えていただきますようにお願いをいたします。

次 に、 ３月の 海外 派 遣まで のス ケジ ュール につ いてお 伺い しま

す。

○田村副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 海 外派 遣まで のス ケジュ ール につ

いて のお 尋ねで ござ い ますが 、来 年度 末、令 和９ 年３月 の派 遣に

おき まし て、ま ず、 こ の５月 から 派遣 者を募 りま して、 ７月 に選



考を 行っ た上で 、８ 月 に派遣 する 生徒 を決定 する 予定で ござ いま

す。 派遣 する生 徒に 対 しまし ては 、９ 月から ２月 までの 間、 月１

回程 度、 事前研 修を 行 う予定 でご ざい ます。 事前 研修の 内容 につ

きま して は、Ａ ＬＴ と 日常会 話の 練習 を行っ たり 、オー スト ラリ

アの 特徴 や文化 につ い て調べ たり 、逆 にふる さと 米子の よさ など

を現 地の 学生に 伝え る ための 準備 をし たりと 、そ ういっ たこ とを

考えているところでございます。

○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 す ばら し いです ね。 ここ まで聞 いた だけで も大 変夢

があることが分かります。

で は、 海外派 遣に つ いてど のよ うな ことを 研修 するの か、 その

内容についてもお伺いしたいと思います。

○田村副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 海 外派 遣先で の研 修内容 につ いて

お答 えさ せてい ただ き ます。 派遣 先に おきま して は、現 地の 学生

との 交流 や現地 の学 校 での研 修、 その ほかに も観 光施設 の見 学や

体験 、文 化交流 、ホ ー ムステ イな どを 予定し てい るとこ ろで ござ

いま す。 中でも ホー ム ステイ にお きま しては 、海 外の家 庭の ふだ

んの 暮ら しを実 体験 す ること で、 手伝 いです とか 、何げ ない 日常

会話 を通 して、 コミ ュ ニケー ショ ン能 力を高 める ことが 期待 でき

ます 。ま た、観 光施 設 の見学 や体 験を 通しま して 、その 都市 なら

では の歴 史や文 化に 触 れ、事 前に 調べ たこと を確 認した り、 新た

な発 見に つなげ たり す るなど 、異 文化 の理解 がさ らに深 まる こと

を期待しているところでございます。

○田村副議長 門脇議員。



○門 脇議 員 今 、私 が もう５ ５歳 若か ったら 、間 違いな く応 募し

てい たな と、こ う考 え ている とこ ろで すけど も、 それほ ど魅 力的

な事業だと私は思います。

そ れで は、こ の海 外 派遣終 了後 の活 動につ いて お伺い いた しま

す。

○田村副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 海 外派 遣終了 後の 活動に つい ての

お尋 ねで ござい ます が 、派遣 後に は、 派遣報 告会 を行う 予定 とし

てお りま して、 派遣 を 通して 学ん だこ とを振 り返 る機会 にす ると

とも に、 同世代 のほ か の児童 生徒 の学 びや外 国語 を学ぶ 意欲 を高

めることになるという具合に考えております。

○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 こ の事 業 に関し まし ては 、ぜひ とも 継続し てい ただ

きたいと、そう願っております。

こ の項 目の最 後に な ります が、 将来 的なビ ジョ ンとし て、 どの

よう な生 徒にな って ほ しいと 考え てお られる のか 、教育 長に お伺

いします。

○田村副議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 派遣 し た生徒 が将 来ど のよう に育 ってい って ほし

いと 考え ている かと の お尋ね でご ざい ます。 まず 、派遣 した 子ど

もた ちが 現地で 見聞 き した経 験を 自分 自身の みに 生かす とい うこ

とで はな くて、 同世 代 の生徒 の学 びや 意欲づ けに つなげ る、 そう

いっ た存 在にな って ほ しいと 考え てお ります 。ま た、現 地の 文化

に触 れる ことで 、逆 に ふるさ と米 子に 目を向 け、 そのよ さを 再認

識し 、ふ るさと への 愛 情を育 んで ほし いとも 思っ ており ます 。さ



らに 、将 来的に はこ の 経験を 生か して 、より 一層 の語学 力の 向上

や国 際感 覚の醸 成に も 励み、 グロ ーバ ル社会 で活 躍でき る人 材へ

と育 って いく、 こう い ったこ とを 願っ ている とこ ろでご ざい ます。

○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 ち ょっ と 生意気 なこ とを 言うよ うで すけど も、 私も

全く 教育 長と同 じ考 え であり まし て、 来年度 以降 も多く の生 徒を

海外へ派遣していただきますように要望しておきます。

そ れで は、次 に３ ７ 番の中 学校 の部 活動改 革に ついて お尋 ねし

ます 。改 めてに なり ま すが、 令和 ８年 度から 本格 的に活 動が 開始

とな る米 子市地 域ク ラ ブ活動 につ いて 、どの よう なもの なの かお

伺いします。

○田村副議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 米子 市 地域ク ラブ 活動 につい ての お尋ね でご ざい

ます 。米 子市地 域ク ラ ブ活動 は、 市が 策定し まし たガイ ドラ イン

の遵 守で すとか 、ス ポ ーツ安 全保 険へ の加入 です とか、 市主 催の

研修 会へ の参加 など 、 現時点 で本 市が 示して おり ます認 定要 件を

満た すク ラブを 市が 公 認地域 クラ ブと して認 定し まして 、学 校部

活動の受皿として位置づけていくものでございます。

○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 本 市が 公 認地域 クラ ブと して認 め、 学校部 活動 の受

皿として位置づけると、こういうことだったと思います。

そ こで 、米子 市地 域 クラブ 活動 には どのよ うな 利点が ある のか

お伺いします。

○田村副議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 米子 市 地域ク ラブ 活動 の利点 につ いての お尋 ねで



ござ いま す。中 学生 に とりま して は、 学校部 活動 が米子 市地 域ク

ラブ 活動 へ移行 する こ とによ りま して 、学校 の垣 根を越 えて 自分

の希 望す る種目 に参 加 できる こと や、 より専 門性 の高い 指導 を受

けら れる こと、 さら に は学校 部活 動に はない 新た な種目 など に挑

戦で きる ことな どの 利 点が考 えら れま す。ま た、 受皿と なり ます

地域 クラ ブにと りま し ては、 研修 の機 会や広 報面 での支 援が ある

ことが利点となるというふうに想定しております。

○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 少 子化 が 延伸す る中 で、 学校の 垣根 を越え て、 自分

の希 望す る種目 に参 加 できる こと がで きたり 、ま た学校 部活 動に

はな い新 たな種 目に 挑 戦でき るな ど生 徒の立 場で のすば らし い仕

組みだと、取組だと思います。

そ れで は、推 進さ れ る競技 ある いは 種目に つい て、そ の具 体的

な動きについてお伺いします。

○田村副議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 推進 種 目の具 体的 な動 きにつ いて のお尋 ねで ござ

いま す。 令和８ 年度 は 、柔道 、ソ フト ボール 、米 子がい な太 鼓の

３種 目に おきま して 、 米子市 地域 クラ ブ活動 の開 始を予 定し てお

りま す。 これま でに 米 子市地 域ク ラブ 活動の 認定 に向け まし て、

学校 や各 種目の 競技 団 体等と 安全 管理 体制や 運営 方法な どに つい

て協 議を 行って まい り ました 。ま た、 生徒や 保護 者への 周知 につ

きま して は、各 中学 校 で開催 され まし た新入 生説 明会に おき まし

て、 教育 委員会 作成 の 動画を 活用 し、 米子市 地域 クラブ 活動 の説

明を 行っ たとこ ろで ご ざいま す。 今後 は具体 的な 募集方 法や 参加

手続等の準備を進めていく予定でございます。



○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 令 和８ 年 度は、 柔道 、ソ フトボ ール 、米子 がい な太

鼓の この ３種目 での 開 始を予 定し てい る、こ うい うこと であ りま

した が、 では、 これ は どうい う理 由で この３ つの 競技種 目に なっ

たのかお伺いします。

○田村副議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 種目 の 選定理 由に つい てのお 尋ね でござ いま す。

まず 、柔 道とソ フト ボ ールの ２種 目に つきま して は、少 子化 の影

響に より まして 、部 員 数が減 少し たこ とで学 校単 位での 活動 を維

持す るこ とが難 しく な ったこ とか ら、 持続可 能な 体制へ の転 換を

図る ため 各競技 団体 と 協議を 行い まし て、既 存の クラブ を米 子市

地域 クラ ブ活動 と認 定 するこ とと した ところ でご ざいま す。 一方、

米子 がい な太鼓 につ き まして は、 学校 部活動 には ない種 目を 地域

クラ ブと して位 置づ け 、生徒 の活 動の 選択肢 を広 げるこ とを 狙い

とし てお りまし て、 米 子がい な太 鼓保 存会の 協力 を得ま して 、米

子市地域クラブ活動に認定することとしたところでございます。

○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 令 和８ 年 度から の部 活動 改革に つい てよく 理解 をい

たしました。

そ れで は、最 後に 米 子市地 域ク ラブ 活動の 今後 の取組 計画 と狙

いについてお伺いいたします。

○田村副議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 今後 の 取組計 画と 狙い につい ての お尋ね でご ざい

ます 。今 後につ きま し ては、 令和 ８年 度から 開始 する種 目で の実

施状 況を 検証し なが ら 、地域 クラ ブ活 動の種 目を 段階的 に増 やし



てい く予 定でご ざい ま す。拡 充に 当た りまし ては 、主に 競技 団体

や学 校と 協議を 行い な がら、 米子 市版 部活動 の在 り方協 議会 での

意見 も参 考にし なが ら 、受皿 とな るク ラブに つい ての認 定を 着実

に進 めて いきた いと い うふう に考 えて おりま す。 本市と しま して

は、 国が 示す改 革実 行 期間の 最終 年度 であり ます 令和１ ３年 度の

夏ま でに 、休日 にお け る学校 部活 動の 地域展 開を 実施し まし て、

子ど もた ちがそ れぞ れ の希望 に応 じて 多様な 活動 に継続 して 親し

むこ とが できる 機会 の 確保に 努め てい きたい と、 このよ うに 考え

ております。

○田村副議長 門脇議員。

○門 脇議 員 す ばら し い改革 にな る予 感がい たし ます。 今後 も一

人一 人の 生徒に 寄り 添 いなが ら事 業推 進を図 られ ますこ とを 要望

して、私からの質問を終わります。ありがとうございました。


